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第
一
章
　
延
岡
市
の
自
然
環
境

　　

第
一
節	

位
置
及
び
自
然
環
境

　　

宮
崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る
延
岡
市
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
二
十
日
、
北
方
町
・
北
浦

町
と
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
三
十
一
日
、
北
川
町
と
合
併
し
、
市
域
が
従
来
の
お
よ
そ
三
倍
と
な
り
、
九
州
で
二
番
目
の
広

さ
と
な
っ
た
。

　

本
市
は
東
経
一
三
一
度
二
五
分
四
三
秒
か
ら
東
経
一
三
一
度
五
三
分
九
秒
、
北
緯
三
二
度
二
九
分
二
三
秒
か
ら
北
緯
三
二
度
五
〇

分
二
〇
秒
の
間
に
あ
る
。

　

東
は
日
向
灘
に
面
し
、
北
は
佐
伯
市
、
西
は
日
之
影
町
、
南
は
門
川
町
、
美
郷
町
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
市
域
の
最
大
の
幅
は
、
東
西
四
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
八
・
六
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積
は
八
六
八
・
〇
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
市
の
西
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
、
九
州
山
地
が
県
境
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
北
か
ら
西
へ
中
ノ
嶺

五
四
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
桑
原
山
一
四
〇
七
・
九
メ
ー
ト
ル
、
木
山
内
岳
一
四
〇
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
鹿
納
山
一
五
六
七
メ
ー
ト
ル
、

速
日
の
峰
八
六
八
メ
ー
ト
ル
、
烏
帽
子
岳
三
六
二
メ
ー
ト
ル
が
あ
り
市
境
を
な
し
て
い
る
。

　

一
方
、
本
市
を
貫
流
す
る
主
な
河
川
は
、
五
ヶ
瀬
川
・
祝
子
川
・
北
川
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
、
分
流
・
合
流
し
な
が
ら
太
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平
洋
に
そ
そ
い
で
い
る
。

　

五
ヶ
瀬
川
は
そ
の
源
を
向
坂
山
に
発
し
、
阿
蘇
外
輪
山
、
高
千
穂
町
・
日
之
影
町
を
経
て
、
本
市
内
で
五
ケ
瀬
川
、
大
瀬
川
に
分

流
し
て
い
る
。
河
口
近
く
で
祝
子
川
・
北
川
と
合
流
し
、
日
向
灘
に
そ
そ
ぐ
長
さ
一
〇
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
宮
崎
県
第
二
の
大
河
で

あ
る
。
祝
子
川
は
源
を
五
葉
岳
に
発
し
、
長
さ
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
北
川
は
源
を
傾
山
に
発
し
、
長
さ
五
三
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
古
く
か
ら
こ
れ
ら
の
河
川
は
交
通
の
手
段
と
し
て
、
ま
た
漁
業
を
営
む
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
上
水
道
・
農

業
用
水
・
工
業
用
水
・
水
力
発
電
等
に
も
利
用
さ
れ
、
市
民
生
活
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

市
の
中
央
部
に
あ
る
平
野
は
、
三
河
川
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
扇
状
地
性
三
角
州
で
、
規
模
は
小
さ
く
丘
陵
や
河
川
に
分
断
さ
れ
て

い
る
。
市
の
東
部
は
黒
潮
の
流
れ
る
太
平
洋
で
、
土
々
呂
か
ら
方
財
に
か
け
て
は
白
砂
の
美
し
い
海
岸
線
が
続
く
。
東
海
か
ら
北
浦

に
か
け
て
の
日
豊
海
岸
は
四
万
十
層
の
山
地
が
海
に
沈
ん
で
で
き
た
リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
。
砂
岩
と
泥
岩
の
互
層
は
波
の
浸
食
に

あ
い
、
奇
岩
を
つ
く
り
日
豊
海
岸
の
美
し
さ
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
延
岡
と
そ
の
周
辺
の
海
岸
は
岩
石
海
岸
と
砂
浜
海
岸

が
交
互
し
て
い
る
。

　

延
岡
市
周
辺
は
、
市
北
部
か
ら
大
分
県
と
の
県
境
に
か
け
て
は
、
屈
曲
の
多
い
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
急
崖
が
海
に
臨
み
、
沖
合
に

は
大
小
の
島
々
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
延
岡
市
地
先
の
水
深
は
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
緩
や
か
な
勾
配
で
あ
る
が
、

一
〇
〇
～
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
は
勾
配
が
急
に
な
り
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
急
に
深
く
な
る
。

　

海
岸
線
は
、
北
部
の
南
浦
地
区
や
北
浦
地
区
、
南
部
の
赤
水
地
区
は
岩
礁
地
帯
が
多
く
、
中
部
は
砂
質
帯
で
あ
る
。
延
岡
市
中
部

に
は
北
川
・
祝
子
川
・
五
ヶ
瀬
川
が
流
入
す
る
た
め
、
河
口
部
に
小
規
模
な
が
ら
段
丘
や
三
角
州
、
沖
積
低
地
を
形
成
し
て
お
り
、

海
岸
に
は
砂
丘
や
砂
州
が
あ
る
。

　

延
岡
市
の
地
質
的
特
徴
は
、
本
市
は
す
べ
て
四
万
十
層
群
で
で
き
て
お
り
、
主
に
砂
岩
と
頁け

つ
が
ん岩

（
堆
積
岩
の
一
種
）
で
、
そ
れ
が
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互
層
し
て
い
る
。
ま
た
部
分
的
に
弱
い
変
成
作
用
を
受
け
た
変
成
岩
（
変
質
輝
緑
岩
、
千
枚
岩
な
ど
）・
チ
ャ
ー
ト
・
輝
緑
凝
灰
岩

が
見
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
の
地
域
の
地
目
別
地
積
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
　

地
目

別
地

積
年

区
分

平
成

15
16 

17 
18 

19 
20 

21 
22 

23 
24 

実数（ha）

総
数

28,382.0 
28,382.0 

28,382.0 
58,805.0 

86,797.0 
86,797.0 

86,799.0 
86,800.0 

86,800.0 
86,800.0 

田
1,230.6 

1,220.0 
1,214.6 

1,784.2 
2,055.5 

2,014.6 
2,004.9 

1,991.6 
1,978.4 

1,967.1 
畑

769.0 
749.9 

742.4 
1,243.7 

1,371.1 
1,313.8 

1,300.0 
1,288.1 

1,278.8 
1,271.4 

宅
地

1,808.3 
1,814.2 

1,816.2 
1,967.6 

2,059.6 
2,064.6 

2,069.9 
2,072.5 

2,076.3 
2,087.4 

池
沼

8.7 
8.8 

8.7 
9.4 

10.7 
10.7 

10.7 
10.6 

10.9 
10.8 

山
林

6,709.2 
6,748.9 

6,704.4 
12,836.9 

19,321.0 
19,337.1 

19,354.9 
19,656.8 

19,745.9 
19,703.2 

原
野

1,845.9 
1,834.6 

1,814.2 
2,261.6 

2,630.0 
2,618.2 

2,542.6 
2,334.4 

2,282.9 
2,271.9 

雑
種

地
1,082.5 

1,075.3 
1,076.8 

1,228.2 
4,429.3 

1,474.8 
1,467.5 

1,445.6 
1,454.3 

1,453.2 
そ

の
他

14,927.8 
14,930.3 

15,004.7 
37,473.4 

54,919.8 
57,963.2 

58,048.5 
58,000.4 

57,972.5 
58,035.0 

構成比（％）

総
数

100.0 
100.0 

100.0 
100.0 

100.0 
100.0 

100.0 
100.0 

100.0 
100.0 

田
4.3 

4.3 
4.3 

3.0 
2.4 

2.3 
2.3 

2.3 
2.3 

2.3 
畑

2.7 
2.6 

2.6 
2.1 

1.6 
1.5 

1.5 
1.5 

1.5 
1.5 

宅
地

6.4 
6.4 

6.4 
3.3 

2.4 
2.4 

2.4 
2.4 

2.4 
2.4 

池
沼

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

山
林

23.6 
23.8 

23.6 
21.8 

22.3 
22.3 

22.3 
22.6 

22.7 
22.7 

原
野

6.5 
6.5 

6.4 
3.8 

3.0 
3.0 

2.9 
2.7 

2.6 
2.6 

雑
種

地
3.8 

3.8 
3.8 

2.1 
5.1 

1.7 
1.7 

1.7 
1.7 

1.7 
そ

の
他

52.7 
52.6 

52.9 
63.9 

63.2 
66.8 

66.9 
66.8 

66.8 
66.8 

各
年
１
月
１
日
現
在

（
資
料
：
延
岡
市
資
産
税
課
）

（
注
）
平
成
18年

以
降
は
、
旧
北
方
町
・
旧
北
浦
町
を
、
19年

以
降
は
、
旧
北
川
町
を
含
む
。
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第
二
節
　
気
　
　
　
象

一　

延
岡
市
の
気
象
概
観

　　

宮
崎
県
は
、
日
向
灘
に
面
し
、
暖
流
の
黒
潮
が
北
上
す
る
位
置
に
あ
る
た
め
、
九
州
で
も
温
暖
多
雨
の
地
域
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

本
市
は
、
県
の
北
部
沿
岸
に
位
置
し
、
気
温
の
平
年
値
は
一
六
・
六
度
で
、
宮
崎
市
や
日
南
市
に
比
べ
る
と
一
度
～
二
度
低
い
。
降

水
量
の
平
年
値
は
二
二
九
二
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
大
半
は
梅
雨
期
と
台
風
期
に
集
中
し
て
い
る
。
風
向
は
、
年
間
を
通
し
て
西

寄
り
の
風
が
多
く
、
夏
場
は
海
陸
風
の
影
響
で
東
寄
り
の
風
が
吹
く
。
季
節
に
よ
り
海
洋
や
山
地
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

　

四
季
折
々
の
気
象
の
変
化
を
月
別
に
見
る
と
、お
お
よ
そ
、次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、統
計
期
間
は
、昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）

～
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
で
、
延
岡
地
域
気
象
観
測
所
で
の
観
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

《　

一
月
》
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
気
温
が
最
も
低
く
な
る
。
乾
燥
し
た
冷
た
い
西
寄
り
の
風
が

　
　
　
　
　

吹
き
、
晴
天
の
日
が
続
く
。

《　

二
月
》
一
月
と
同
様
に
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
る
が
、
次
第
に
暖
か
く
な
る
。

《　

三
月
》
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
動
植
物
が
活
動
を
始
め
る
。
低
気
圧
が
通
過
す
る
と
き
、
暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
む
が
、
そ

　
　
　
　
　

の
後
冷
た
い
空
気
が
流
れ
込
む
。
こ
の
た
め
霜
の
害
が
発
生
す
る
の
で
、
農
作
物
の
管
理
に
は
注
意
を
要
す
る
。
下
旬

　
　
　
　
　

に
は
桜
が
開
花
す
る
。
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《　

四
月
》
桜
を
は
じ
め
植
物
の
開
花
が
盛
ん
に
な
る
時
期
で
、
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
低
気
圧
と
高
気
圧
が
交
互
に
通
過
す

　
　
　
　
　

る
た
め
、
曇
り
や
雨
の
日
も
あ
る
。

《　

五
月
》
五
月
晴
れ
の
爽
や
か
な
日
が
多
く
な
り
、
野
や
山
は
新
緑
に
包
ま
れ
る
。

《　

六
月
》
梅
雨
前
線
が
北
上
す
る
の
に
伴
い
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
の
日
が
続
く
。
時
折
、
晴
天
の
日
が
あ
る
も
の
の
、
じ
め

　
　
　
　
　

じ
め
と
し
た
湿
度
の
高
い
日
が
多
い
。
月
降
水
量
の
平
年
値
が
最
も
多
く
三
五
四
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

《　

七
月
》
中
旬
頃
ま
で
は
、
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
で
、
大
雨
に
注
意
を
要
す
る
。
下
旬
頃
に
は
、
梅
雨
明
け
を
し
、
酷
暑
が

　
　
　
　
　

訪
れ
る
。
ま
た
、
台
風
が
接
近
し
や
す
く
な
る
。

《　

八
月
》
台
風
が
多
く
発
生
し
、
九
州
南
部
へ
の
接
近
数
も
多
く
な
り
、
台
風
に
注
意
を
要
す
る
。
気
温
が
最
も
高
く
な
り
、
最

　
　
　
　
　

高
気
温
の
平
年
値
は
、
三
一
・
二
度
で
あ
る
。
下
旬
に
は
、
太
平
洋
高
気
圧
が
次
第
に
後
退
す
る
が
残
暑
は
厳
し
い
。

《　

九
月
》
夏
か
ら
秋
へ
と
気
圧
配
置
が
変
わ
り
、
秋
雨
前
線
や
台
風
の
影
響
を
受
け
、
六
月
の
次
に
月
降
水
量
が
多
く
、
平
年
値

　
　
　
　
　

は
三
三
四
・
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
下
旬
に
は
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
る
。

《　

十
月
》
上
旬
に
、
秋
雨
前
線
に
よ
る
天
気
の
ぐ
ず
つ
き
が
終
わ
る
。
そ
の
後
、
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
通
過
す
る
。
や
が

　
　
　
　
　

て
大
陸
か
ら
の
高
気
圧
が
張
り
出
し
、
空
の
澄
ん
だ
晴
れ
た
日
が
多
く
な
り
、
過
し
や
す
く
な
る
。

《
十
一
月
》
秋
か
ら
冬
へ
移
り
変
わ
る
月
で
、
気
温
は
日
増
し
に
低
く
な
っ
て
い
く
。
時
折
、
小
春
日
和
の
暖
か
い
日
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　

霜
が
降
り
始
め
る
の
で
、
農
作
物
の
管
理
に
は
注
意
を
要
す
る
。

《
十
二
月
》
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
日
を
追
っ
て
厳
し
く
、
時
折
、
冷
た
い
西
寄
り
や
北
寄
り
の
強
風
が
吹
く
。
空
気
も
乾
燥
し
、
日

　
　
　
　
　

差
し
も
弱
く
な
っ
て
く
る
。

　

な
お
、
延
岡
市
の
気
象
の
月
別
平
年
値
お
よ
び
延
岡
市
の
位
置
は
、
次
の
表
・
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表　延岡市月別平年値  
月区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年

現地気圧（hPa） 1018.2 1016.9 1014.9 1012.4 1009.4 1006.2 1006.0 1006.5 1009.4 1014.1 1017.5 1018.8 1012.5

海面気圧（hPa） 1020.8 1019.5 1017.5 1015.0 1011.9 1008.7 1008.4 1008.9 1011.9 1016.6 1020.1 1021.4 1015.1

気
温

平  均（℃） 6.6 7.7 10.7 15.3 19.1 22.3 26.1 26.7 23.8 18.7 13.5 8.5 16.6

最  高（℃） 12.4 13.5 16.2 20.8 24.1 26.5 30.3 31.2 28.5 24.2 19.3 14.6 21.8

最  低（℃） 1.5 2.5 5.7 10.2 14.6 18.8 22.7 23.2 20.1 14.2 8.7 3.4 12.1

湿　　度（％） 63 63 67 70 76 83 83 82 80 74 72 66 73

降 水 量（㎜） 53.7 74.1 164.3 214.5 242.9 354.3 264.4 269.8 334.8 180.0 94.6 50.3 2292.1

日照時間（時間） 188.6 172.4 173.7 183.3 179.7 137.1 194.2 202.2 157.6 177.9 166.8 191.3 2125.2

蒸 気 圧（hPa） 6.2 6.9 8.8 12.4 16.7 22.3 27.8 28.5 23.5 16.1 11.3 7.5 15.7

（注１）平年値とは、30年間の平年値をいい、10年ごとに更新する。 （資料：宮崎地方気象台）
（注２）現在は昭和56年（1981）〜平成22年（2010）の30年間の平年値を使用している。

延岡市

30
㎞

40
㎞

50
㎞

20
㎞

諸塚村

美郷町
日向市

木城町 都農町

川南町
西都市西米良村

椎葉村

五ヶ瀬町

高千穂町

門川町

佐伯市

豊後大野市

日之影町

日

向

灘

図　延岡市の位置

宮崎県

●
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第
二
章
　
延
岡
の
歴
史

　　

第
一
節
　
延
岡
の
歴
史
の
概
観

　
　
　
　

先　

史

　

延
岡
の
最
も
古
い
歴
史
は
、
今
か
ら
約
三
万
年
前
で
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
畑
山
遺
跡
（
小
川
町
）
が
確
認
さ
れ
、
剥
片
・
剥
片

尖
頭
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
後
期
旧
石
器
時
代
（
約
三
万
年
～
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
）
に
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
期
と

細
石
器
文
化
期
の
指
標
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
赤
木
遺
跡
（
舞
野
町
）
や
吉
野
遺
跡
（
吉
野
町
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
縄

文
時
代
（
一
万
二
〇
〇
〇
年
～
二
三
〇
〇
年
前
）
の
遺
跡
と
し
て
は
、
県
内
最
古
の
貝
塚
と
考
え
ら
れ
る
大
貫
貝
塚
（
大
貫
町
）
や

沖
田
貝
塚
（
小
野
町
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
弥
生
時
代
（
二
三
〇
〇
年
～
一
七
〇
〇
年
前
）
の
遺
跡
と
し
て
は
、
竪
穴
住
居
跡

六
二
軒
（
県
北
最
大
）
を
検
出
し
た
中
尾
原
遺
跡
（
細
見
町
）
な
ど
が
あ
る
。

　

古
墳
時
代（
一
七
〇
〇
年
～
一
四
〇
〇
年
前
）は
、国
指
定
史
跡
の
南
方
古
墳
群（
現
存
三
八
基
）や
県
指
定
史
跡
の
延
岡
古
墳
群（
現

存
一
八
基
）、
北
方
村
古
墳
（
北
方
町
）、
宮
内
庁
が
陵
墓
参
考
地
と
し
て
い
る
可え

愛の

山さ
ん

陵り
ょ
う

（
北
川
町
）
な
ど
多
数
の
古
墳
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
特
に
菅
原
神
社
古
墳
（
稲
葉
崎
町
）
は
、
未
調
査
で
あ
る
が
県
北
最
大
の
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
上

ノ
坊
古
墳
（
山
月
町
）
か
ら
は
、
全
国
的
に
類
例
の
な
い
三さ

ん
か
く
い
た
か
わ
と
じ
た
ん
こ
う

角
板
革
綴
短
甲
が
出
土
し
て
い
る
。
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古　

代

　

古
代
の
延
岡
市
域
は
、
律
令
制
の
時
代
に
、
臼
杵
郡
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、「
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

名
類
聚
抄
」
に
見
え
る
英あ

が
た多

郷
や
氷ひ

か
み上

郷
は
、

延
岡
市
域
内
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
郡ぐ

ん
が衙

（
古
代
の
郡
の
役
所
）
跡
は
、
須

恵
器
を
生
産
し
て
い
た
古
川
窯
跡
（
古
川
町
）
や
、
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
上か

み

多た

た々

良ら

遺
跡
（
岡
富
町
・
古
川
町
）
な
ど
の
存
在
か

ら
、
英
多
郷
に
郡
衙
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
延え

ん

喜ぎ

式し
き

」
に
見
え
る
長
井
駅
や
川
辺
駅
も
、
北
川
町
や

大
貫
町
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
大
宰
府
や
都
と
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。

　

平
安
時
代
の
中
期
に
な
る
と
、
臼
杵
郡
内
に
は
豊
前
国
（
大
分
県
）
宇
佐
宮
の
荘
園
が
次
々
と
成
立
し
、
五
ヶ
瀬
川
北
部
地
域
に

あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
「
臼
杵
郡
内
北
郷
」
の
荒
野
が
、
治ち

暦り
ゃ
く

二
年
（
一
〇
六
六
）、
国
司
菅
原
義
資
に
よ
り
宇
佐
宮
に
進
上
さ
れ
、

臼
杵
庄
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
臼
杵
庄
内
に
は
寛か

ん

治じ

二
年
（
一
〇
八
八
）
に
長
井
院
（
北
川
町
）、
長ち

ょ
う

承し
ょ
う

年
間
（
一
一
三
二

～
一
一
三
四
）
に
岡
富
別
符
が
立
券
（
許
可
状
）
さ
れ
た
。
五
ヶ
瀬
川
南
部
地
域
は
、「
宇
佐
神
領
大
鏡
」
な
ど
に
よ
る
と
、「
島
津

御
庄
領
南
郷
」
と
し
て
、
島
津
庄
寄よ

せ
ご
お
り郡に

編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
同
じ
市
域
内
で
も
領
主
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　

中　

世

　

中
世
の
延
岡
市
域
に
つ
い
て
は
、
日
向
国
（
宮
崎
県
）
内
の
荘
園
・
公
領
の
全
体
像
を
示
す
唯
一
の
史
料
「
日
向
国

建け
ん
き
ゅ
う
ず
で
ん
ち
ょ
う

久
図
田
帳
」（
一
一
九
七
頃
成
立
）
に
よ
る
と
、
宇
佐
宮
領
県あ

が
た

庄
の
地
頭
に
は
工
藤
祐す

け
つ
ね経

（
伊
東
氏
の
祖
）
が
、
岡
富
庄
の

弁べ
ん
ざ
い
し

済
使
に
は
土
持
宣の

ぶ
つ
な綱

（
土
持
氏
の
祖
）
が
、
多
奴
木
田
の
弁
済
使
に
は
宇
佐
公き

ん
み
ち通

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
島
津
庄
寄よ

せ
ご
お
り郡

の
新
名
と
浮
目
の
地
頭
に
は
中
原
親ち

か
よ
し能

が
、
大
貫
と
伊
富
形
（
伊
形
）
の
地
頭
に
は
島
津
忠た

だ
ひ
さ久

（
島
津
氏
の
祖
）
の
名
前
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
有
力
者
た
ち
の
複
雑
な
勢
力
争
い
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
南
北
朝
時
代
ま
で
展
開
さ
れ
る
が
、
徐
々
に
勢

力
を
伸
ば
し
た
土
持
氏
が
、
ほ
ぼ
延
岡
市
域
一
帯
に
、
一
定
の
勢
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
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し
か
し
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）、
日
向
国
最
大
の
領
主
で
あ
っ
た
伊
東
氏
が
島
津
氏
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
豊
後
国
（
大
分
県
）

の
大
友
氏
を
頼
り
退
去
す
る
と
、
翌
六
年
（
一
五
七
八
）
四
月
に
は
大
友
宗そ

う
り
ん麟

が
日
向
国
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
、
土
持
氏
の
居
城
松

尾
城
（
松
山
町
）
を
陥
落
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
延
岡
市
域
は
、
大
友
氏
領
と
な
る
が
、
十
一
月
の
高
城
・
耳
川
の
合
戦
で
島
津
氏

に
敗
れ
る
と
、
大
友
勢
は
、
豊
後
国
へ
退
却
し
、
土
持
氏
が
、
島
津
氏
に
旧
領
を
安
堵
さ
れ
、
延
岡
市
域
は
再
び
土
持
氏
領
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
九
州
へ
侵
攻
し
た
豊
臣
秀
吉
が
島
津
氏
を
破
り
、
そ
の
所
領
を
没
収
す
る
と
、
土
持
氏
は
、

再
び
所
領
を
失
い
、
新
領
主
と
し
て
、
豊
前
国
香か

春わ
ら

（
福
岡
県
）
よ
り
高
橋
元も

と
た
ね種

が
入
封
し
た
。

　
　
　
　

近　

世

　

秀
吉
の
国
割
に
よ
り
五
万
三
〇
〇
〇
石
の
石
高
で
入
封
し
た
高
橋
元
種
の
所
領
は
、
延
岡
市
域
を
含
む
宮
崎
県
北
部
地
域
と
、
宮

崎
郡
や
那
珂
郡
（
宮
崎
市
域
の
一
部
）、
児
湯
郡
（
西
都
市
域
の
一
部
）、
諸も

ろ
か
た県

郡
（
国
富
町
域
）
な
ど
の
飛
び
地
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、元
種
は
五
ヶ
瀬
川
と
大
瀬
川
に
囲
ま
れ
た
川
中
地
区
の
丘
陵
に
県あ

が
た城

（
の
ち
の
延
岡
城
）
を
築
城
し
、

城
の
東
側
に
南
町
・
中
町
・
北
町
を
整
え
た
が
、
罪
人
隠
匿
の
罪
に
よ
り
同
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
改
易
と
な
っ
た
。

　

か
わ
っ
て
翌
年
（
一
六
一
四
）
肥
前
国
日ひ

の

え
野
江
（
長
崎
県
島
原
）
よ
り
有
馬
直な

お
ず
み純

が
同
じ
く
五
万
三
〇
〇
〇
石
で
入
封
し
、
初
代

直
純
が
元
町
・
紺
屋
町
・
博
労
町
を
、
二
代
康や

す
ず
み純

が
、
柳
沢
町
を
整
え
、
城
下
町
を
完
成
さ
せ
た
。
三
代
永な

が
ず
み純

の
と
き
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）、
山や

ま

陰げ

村
、
坪
屋
村
（
現
日
向
市
東
郷
町
坪
谷
）
の
農
民
に
よ
る
逃
散
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
、
四
年
（
一
六
九
一
）

有
馬
氏
は
、
越
後
国
糸い

と
い
が
わ

魚
川
（
新
潟
県
）
へ
五
万
石
で
移
封
さ
れ
た
。

　

な
お
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）、
二
代
康
純
が
城
下
の
今
山
八
幡
宮
（
山
下
町
）
に
寄
進
し
た
梵
鐘
（
初
代
城
山
の
鐘
）
に
は
、

寄
進
者
と
し
て
「
日
州
延
岡
城
主
有
馬
左
衛
門
佐
従
五
位
藤
原
朝
臣
康
純
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
現
在
確
認
で
き
る
「
延
岡
」

の
初
見
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
は
三
浦
明あ

き
ひ
ろ敬

が
下し

も
つ
け
の野国く
に壬み

ぶ生
（
栃
木
県
）
よ
り
二
万
三
〇
〇
〇
石
で
入
封
し
、
岡
藩
と
の
国
境
紛
争
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な
ど
を
解
決
し
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
三み

か
わ
の河

国く
に

刈か
り

谷や

（
愛
知
県
）
に
移
封
さ
れ
た
。
同
年
三
河
国
吉
田
よ
り
牧
野
成な

り
な
か央

が
八
万

石
で
入
封
し
、
二
代
貞さ

だ
み
ち通

の
と
き
に
、
岩
熊
井
堰
の
築
造
と
出
北
用
水
の
開
削
な
ど
の
大
事
業
を
行
い
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

常ひ
た
ち
の陸

国く
に

笠か
さ

間ま

（
茨
城
県
）
に
移
封
さ
れ
た
。
同
年
内
藤
政ま

さ

樹き

が
陸む

つ
の奥

国く
に

磐い
わ
き
た
い
ら

城
平
（
福
島
県
）
よ
り
七
万
石
で
入
封
し
た
。
内
藤
氏
の

七
万
石
の
所
領
は
、
高
橋
氏
が
入
封
時
の
所
領
の
大
部
分
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
牧
野
氏
の
時
代
に
延
岡
藩
領
と
な
っ
た
大
分
郡

（
大
分
市
の
一
部
）
や
国く

に
さ
き東

郡
（
豊
後
高
田
市
の
一
部
）、
速
見
郡
（
由
布
市
の
一
部
）
の
村
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

内
藤
氏
は
、
代
々
学
問
や
文
化
を
重
ん
じ
、
日
向
諸
藩
に
さ
き
が
け
て
藩
校
を
設
け
る
な
ど
教
育
の
振
興
に
も
力
を
入
れ
、
八
代

藩
主
政ま

さ
た
か擧

の
と
き
に
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

　
　
　
　

近　

代
・
現　

代

　

現
在
の
延
岡
市
域
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
延
岡
県
と
な
り
、
そ
の
後
、
府
県
の
統
廃
合
に
よ
り

同
年
十
一
月
美
々
津
県
に
、
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
宮
崎
県
、
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
鹿
児
島
県
の
所
属
と
な
っ
た
。
同
県
時

代
の
十
年
（
一
八
七
七
）
に
起
こ
っ
た
西
南
戦
争
で
は
、
延
岡
市
域
も
戦
場
と
な
り
、
和
田
越
で
は
両
軍
に
よ
る
最
後
の
決
戦
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
本
市
に
は
、
県
指
定
史
跡
で
あ
る
南
洲
翁
寓
居
跡
（
現
在
の
西
郷
隆
盛
宿
陣
跡
資
料
館
）
を
は
じ
め
と
す
る
、

西
南
戦
争
ゆ
か
り
の
地
が
数
多
く
存
在
す
る
。

　

十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
再
び
宮
崎
県
と
な
り
、
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
の
所
属
と
な
っ
た
が
、
二
十
二

年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
延
岡
町
・
岡
富
村
・
恒
富
村
・
伊
形
村
・
東
海
村
・
南
方
村
・
南
浦
村
・
北
方
村
・
北
川
村
・

北
浦
村
の
一
町
九
村
が
成
立
し
た
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
日
豊
本
線
が
全
線
開
通
し
、
恒
富
村
に
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会

社
延
岡
工
場
（
現
旭
化
成
）
が
建
設
さ
れ
る
と
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
延
岡
町
は
岡
富
村
・
恒
富
村
と
合
併
し
、八
年
（
一
九
三
三
）

に
市
制
を
施
行
し
た
。
そ
の
後
も
、
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
東
海
村
・
伊
形
村
と
、
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
南
方
村
・
南
浦
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村
と
の
合
併
を
行
い
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
北
方
町
・
北
浦
町
、
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
北
川
町
と
合
併
し
た
。

第
二
節
　
遺
跡
の
発
掘
調
査

　　

本
市
に
お
け
る
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度
以
降
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
ま
で
の
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
東
九
州
自
動
車

道
建
設
、
北
方
延
岡
道
路
建
設
な
ど
高
速
道
路
建
設
に
伴
う
も
の
、
お
よ
び
土
地
区
画
整
理
事
業
・
城
山
公
園
整
備
事
業
・
工
業
団

地
の
造
成
に
伴
う
も
の
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

地
区
別
の
発
掘
状
況
に
つ
い
て
は
、
旧
延
岡
市
地
区
で
は
、
岡
富
古
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
多
々
良
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
上
多
々
良
遺
跡
発
掘
調
査
、
城
山
公
園
整
備
事
業
に
伴
う
第
二
四
次
延
岡
城
跡
内
堀
調
査
（
延
岡
営
林
署
跡
地
）、

延
岡
城
内
遺
跡
第
一
八
次
調
査
（
延
岡
警
察
署
跡
地
）、
延
岡
城
内
遺
跡
第
二
一
次
調
査
（
裁
判
所
）、
延
岡
城
第
二
六
次
調
査
、「
ク

レ
ア
パ
ー
ク
延
岡
」
工
業
団
地
造
成
に
伴
う
調
査
、
そ
の
他
吉
野
遺
跡
第
八
次
調
査
、
西
階
横
穴
調
査
等
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
北
方
地
区
で
は
、
県
営
農
地
保
全
整
備
事
業
に
伴
う
上
崎
地
区
遺
跡
調
査
、
北
方
延
岡
道
路
建
設
事
業
に
伴
う
黒
仁
田
遺

跡
調
査
、
そ
の
他
打
扇
通
信
施
設
建
設
に
伴
う
上
ノ
原
遺
跡
調
査
、
農
地
改
良
に
伴
う
曽
木
原
遺
跡
調
査
を
行
っ
た
。

　

北
浦
地
区
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
中
野
内
遺
跡
、
森
の
上
遺
跡
、
海か

い
ま
い舞

寺じ

遺
跡
、
力ち

か

ラ
石
の
元
遺
跡
（
熊
野
江
町
）、

野
地
久
保
畠
遺
跡
、
市
之
串
遺
跡
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

北
川
地
区
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
家え

田だ

古
墳
群
・
家え

田だ

城
跡
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
成
果
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
旧
延
岡
市
地
区
で
は
、
上
多
々
良
遺
跡
調
査
で
、
延
岡
市
域
で
は
初
出
土
と
な



ー 14ー

第１編　延岡の自然と歴史

る
埴
輪
の
あ
る
古
墳
や
奈
良
・
平
安
時
代
の
蔵
骨
器
・
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
延
岡
城
内
遺
跡
調

査
で
石
垣
の
胴
木
を
初
め
て
検
出
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
発
掘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
北
浦
地
区
で
の
海
舞
寺
遺
跡

や
、
北
川
地
区
で
の
家
田
城
跡
の
発
掘
等
に
よ
っ
て
、
各
時
代
に
お
け
る
地
域
の
変
遷
な
ど
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

主
な
遺
跡
の
発
掘
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

延
岡
城
内
遺
跡

　　

１　

事　

業　

名　

城
山
公
園
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　

２　

所　

在　

地　

延
岡
市
本
小
路
八
五
―
二
外

　

３　

調
査
主
体　

延
岡
市
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間
（
二
四
次
調
査
）
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
五
次
調
査
）　
　

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
六
月
十
六
日
か
ら
十
九
年
二
月
九
日

　

５　

調
査
の
概
要　

　

城
山
公
園
整
備
事
業
に
伴
い
、
延
岡
城
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
延
岡
城
の
内
堀
跡
、
内
堀
の
石
垣
、
お
よ
び
石
垣
の
基

礎
に
据
え
た
胴
木
を
検
出
し
、
近
世
の
木
簡
な
ど
が
出
土
し
た
。

　

６　

出
土
遺
構
・
遺
物　

　
　

⑴　

二
四
次
調
査　

江
戸
時
代
の
堀
底
お
よ
び
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
堀
底
を
検
出

　

内
堀
の
石
垣
と
、
石
垣
の
基
礎
に
据
え
た
マ
ツ
材
の
胴
木
（
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
値
：
西
暦
一
四
二
〇
年
）・
荷
札
木
簡
・
漆

器
椀
（
三
つ
葉
葵
紋
・
五
七
の
桐
紋
入
り
）・
木
製
船
型
な
ど
が
出
土
し
た
。
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内
堀
の
石
垣
と
、
石
垣
の
基
礎
に
据
え
た
マ
ツ
材
の
胴
木
（
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
値
：
西
暦
一
四
二
〇
年
）・
荷
札
木
簡
・
漆

器
椀
（
三
つ
葉
葵
紋
・
五
七
の
桐
紋
入
り
）・
木
製
船
型
な
ど
が
出
土
し
た
。

　
　

⑵　

二
五
次
調
査　

内
堀
の
南
壁
と
北
壁
を
検
出
し
、
陶
磁
器
類
・
瓦
類
・
ほ
ぼ
完
形
の
漆
器
椀
が
出
土
し
た
。

二　

上
多
々
良
遺
跡

　　

１　

事　

業　

名　

岡
富
古
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

内堀の石垣と基礎の胴木

三つ葉葵紋入り漆器椀

　

７　

総　

括　

　

調
査
の
結
果
、
延
岡
城
で
初
例
と
な
る
胴
木
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
伐
採
時
期
が
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
の
年
代
測
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
出
土
し
た
荷
札
木
簡
に
関

係
す
る
と
み
ら
れ
る
記
載
が
、
古
文
書

等
の
文
献
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
出

土
資
料
の
年
代
と
延
岡
城
の
存
在
時
期

が
合
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
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２　

所　

在　

地　

延
岡
市
岡
富
町
字
上
多
々
良

　

３　

調
査
主
体　

延
岡
市
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間　

平
成　

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度　

五
月
十
八
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度　

六
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
度　

六
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
度　

一
月
七
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
度　

四
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
四
日

発掘調査風景

　

５　

調
査
の
経
緯

　

岡
富
町
・
古
川
町
は
、
五
ヶ
瀬
川
が
増
水
し
た
際
に
、
外
水
お
よ
び
内
水
に
よ
る
浸
水

害
を
被
る
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
こ
れ
ら
自
然
災
害
や
住
宅
環

境
改
善
を
目
的
と
し
た
岡
富
古
川
土
地
区
画
整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
同

計
画
地
の
試
掘
・
確
認
調
査
を
実
施
し
、
一
〇
基
の
古
墳
と
二
基
の
箱
式
石
棺
を
確
認
し
た
。

　

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
度
に
岡
富
古
川
土
地
区
画
整
理
事
業
が
都
市
計
画
決
定
を
受
け
、

本
調
査
を
開
始
し
た
。
調
査
地
は
、
延
岡
市
区
画
整
理
課
が
事
業
主
体
の
予
定
地
内
の
調

査
で
、
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
度
の
五
年
間
に
約
一
万
三
四
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

　

６　

出
土
遺
構
・
遺
物

　
　

⑴　

１
号
墳　

直
径
一
七
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
く
り
抜
き
式
木
棺
。
鉄
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剣
二
・
刀
子
一
・
堅
櫛
二
が
出
土　

　
　

⑵　

２
号
墳　

直
径
一
九
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
（
推
定
）。
葺
石
を
検
出
。
壺
形
埴
輪
・
高
坏
を
含
む
土

　
　
　
　
　
　
　
　

師
器
片
・
縄
文
土
器
片
・
石
鏃
・
剥
片
尖
頭
器
・
敲
石
・
鉄
剣
二
・
刀
子
二
・
鉄
鏃
の
頸
部
一
が
出
土

　
　

⑶　

３
号
墳　

直
径
一
九
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
（
構
築
墓
壙
）。
埋
葬
施
設
は
木
棺
。
葺
石
を
検
出
。
壺
形
土
器
（
埴
輪
）・

　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
斧
一
・
刀
子
一
・
高
杯
片
を
含
む
土
師
器
片
・
姫
島
産
黒
曜
石
製
の
石
鏃
・
流
紋
岩
製
の
剥
片
尖
頭
器
・
敲

　
　
　
　
　
　
　
　

石
が
出
土

　
　

⑷　

４
号
墳　

直
径
八
・
九
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。埋
葬
施
設
は
木
棺
。土
師
器
片
が
出
土
。埋
葬
施
設（
木
棺
直
葬
）か
ら
鉄
剣
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
製
小
玉
四
を
検
出

　
　

⑸　

５
号
墳　

直
径
約
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
。
土
師
器
片
が
出
土
。
埋
葬
施
設
か
ら
鉄
片
一
が
出
土

　
　

⑹　

６
号
墳　

直
径
約
一
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
消
滅
。
土
師
器
片
が
出
土

　
　

⑺　

７
号
墳　

直
径
約
九
・
八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
箱
式
石
棺
。
棺
内
か
ら
鉄
剣
一
を
検
出
。
土
師
器
片
が
出
土

　
　

⑻　

８
号
墳　

直
径
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
。
土
師
器
が
出
土
。
埋
葬
施
設
内
か
ら
鉄
剣
二
、
刀
子
一

　
　
　
　
　
　
　
　

を
検
出
。
土
師
器
を
出
土

　
　

⑼　

９
号
墳　

周
溝
が
巡
る
約
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
埋
葬
施
設
は
箱
式
石
棺
。
周
溝
か
ら
高
坏
の
脚
部
一
。
箱
式
石
棺
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

唯
一
の
方
頭
鏃
一
が
出
土

　
　

⑽　

10
号
墳　

長
軸
一
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
。
土
師
器
が
出
土

　
　

⑾　

11
号
墳　

全
長
約
四
二
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
直
径
約
二
二
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
約
二
二
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
。
良

　
　
　
　
　
　
　
　

好
な
葺
石
・
溝
状
遺
構
を
検
出
。
箱
式
石
棺
が
露
出
。
土
師
器
片
が
出
土
。
本
遺
跡
の
首
長
墓
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⑿　

12
号
墳　

北
約
四
・
四
メ
ー
ト
ル
、
東
約
四
・
一
メ
ー
ト
ル
、
南
約
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
西
約
四
・
六
メ
ー
ト
ル
の
一
部
丸
み

　
　
　
　
　
　
　
　

を
持
っ
た
不
定
形
墳
。
遺
物
の
出
土
無
し

　
　

⒀　

13
号
墳　

直
径
約
一
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
。
鉄
斧
一
・
鉄
剣
一
・
堅
櫛
四
が
出
土

　
　

⒁　

住
居
址

　
　
　

①　

１
号
住
居
址　

一
辺
が
約
六
・
二
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
。
五
本
柱
跡
・
炉
跡
を
検
出
。
鉄
鏃
・
土
器
片
・
勾
玉
が
出
土

　
　
　

②　

２
号
住
居
址　

一
辺
が
約
五
・
三
メ
ー
ト
ル
の
平
行
四
辺
形
状
。
四
本
柱
跡
・
炉
跡
を
検
出
。
土
器
片
出
土

　
　

⒂　

土
器
埋
設
遺
構

　
　
　

①　

１
号
土
器
埋
設
遺
構　

直
径
約
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
。

　
　
　
　
　

掘
下
げ
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
大
形
弥
生
土
器
の
壺
が
出
土

　
　
　

②　

２
号
土
器
埋
設
遺
構　

直
径
約
五
五
～
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

の
楕
円
形
。
掘
下
げ
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
大
形
弥
生
土
器

　
　
　
　
　

の
壺
が
出
土

　
　
　

③　

３
号
土
器
埋
設
遺
構　

直
径
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
。

　
　
　
　
　

掘
下
げ
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
大
形
弥
生
土
器
の
壺
が
出
土

　
　

⒃　

箱
式
石
棺
墓

　
　
　

①　

１
号
箱
式
石
棺
墓　

石
棺　

長
軸
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

　
　
　
　
　

短
軸
約
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　
　
　
　
　

両
辺
・
蓋
石
は
千
枚
岩
。
出
土
遺
物
無
し

2号墳出土遺物（壺形埴輪）
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②　

２
号
箱
式
石
棺
墓　

石
棺　

長
軸
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　
　
　
　
　

鉄
鏃
一
が
出
土

　
　

⒄　

土
壙
墓

　
　
　

①　

１
号
土
壙
墓　

楕
円
形
。
長
軸
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
出
土
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
無
し

　
　
　

②　

２
号
土
壙
墓　

楕
円
形
。
長
軸
二
・
一
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
段
目
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
深
部
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
出
土
遺
物
無
し

　
　
　

③　

３
号
土
壙
墓　

隅
丸
長
方
形
。
長
軸
二
・
三
五
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
段
目
三
〇
～
六
〇
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
深
部
ま
で
は
四
五
～
七
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
出
土
遺
物
無
し

　
　
　

④　

４
号
土
壙
墓　

隅
丸
長
方
形
。
長
軸
約
二
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
一
・
三
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ル
。
出
土
遺
物
無
し

　
　
　

⑤　

５
号
土
壙
墓　

楕
円
形
。
長
軸
二
・
四
二
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
一
・
三
六
メ
ー
ト
ル
、
出
土
遺
物
無
し

　
　

⒅　

火
葬
墓

　
　
　

①　

１
号
火
葬
墓　

直
径
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、深
さ
一
二
～
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
（
推
定
）。
須
恵
器
壺
（
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

骨
器
）・
蓋
、
土
師
器
杯
（
供
献
土
器
）
を
検
出
。
蔵
骨
器
の
中
に
焼
骨
が
納
入

　
　
　

②　

２
号
火
葬
墓　

隅
丸
長
方
形
。
長
軸
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、短
軸
最
大
一
・
二
八
メ
ー
ト
ル
、深
さ
一
〇
～
二
一
セ
ン
チ
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ル
。
須
恵
器
の
壺
五
（
う
ち
二
壺
に
焼
骨
納
入
）・
土
師
器
椀
片
一
、
台
付
椀
片
二
が
出
土
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⒆　

土
師
器
埋
納
遺
構　

　
　
　
　

土
坑
は
、
楕
円
形
。
長
軸
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
最
大
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
一
～
二
二
セ
ン
チ
メ
ー

　
　
　
　

ト
ル
。
土
師
器
杯
九
枚
出
土
。
こ
の
う
ち
四
枚
に
「
左
」
の
字
の
墨
書
を
確
認

　

７　

総　

括

　

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
上
多
々
良
遺
跡
は
、
主
と
し
て
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代
お
よ
び
中
世
に

ま
た
が
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　

⑴　

弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
初
頭

　

こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
１
号
住
居
祉
・
２
号
住
居
祉
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
山
の
傾
斜
を
利
用
し
構
築
さ
れ
て

お
り
、
北
方
町
速
日
の
峰
地
区
遺
跡
や
、
日
之
影
町
平
底
遺
跡
で
確
認
さ
れ
る
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
斜
面
地
を
利
用
す
る

住
居
は
、
山
間
部
で
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
旧
延
岡
市
で
は
初
め
て
の
検
出
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
に
よ
り
１
号
住
居
祉
は
弥
生
時
代
終
末
期
、
２
号
住
居
址
は
古
墳
時
代
初
頭
の
値
を
得
て
い
る
。

　
　

⑵　

古
墳
時
代

　

古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
一
三
基
の
古
墳
が
検
出
さ
れ
た
。
内
訳
は
、
円
墳
一
〇
基
、
前
方
後
円
墳
一
基
、
方
墳
一
基
、
不
定
形

墳
一
基
で
あ
る
。
２
・
３
号
墳
で
壺
型
埴
輪
、
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
壺
形
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
埴
輪
の
出
土
は
延
岡

市
で
初
と
な
る
。
２
号
墳
出
土
の
埴
輪
と
３
号
墳
出
土
の
壺
形
土
器
は
古
墳
時
代
中
期
初
頭
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑶　

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代

　

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
、
二
基
の
火
葬
墓
が
出
土
し
て
い
る
。
１
号
火
葬
墓
は
、
素
掘
り
の
墓
壙
に
埋
設
さ
れ
て

お
り
、
土
師
器
杯
が
供
献
さ
れ
て
い
た
。
須
恵
器
の
蔵
骨
器
内
に
は
焼
骨
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
分
析
か
ら
壮
年
後
期
か
ら
熟
年
期
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の
男
性
の
全
身
か
ら
の
骨
が
確
認
さ
れ
た
。
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
で
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
値
を
得
た
。

　

２
号
火
葬
墓
は
、
須
恵
器
の
蔵
骨
器
二
つ
と
三
つ
の
須
恵
器
の
壺
が
供
献
さ
れ
て
い
た
。
中
央
の
蔵
骨
器
か
ら
は
壮
年
後
期
か
ら

熟
年
期
の
男
性
と
見
ら
れ
る
骨
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
東
に
位
置
す
る
蔵
骨
器
か
ら
は
、
性
別
は
不
明
で
あ
る
が
、
壮
年
後
期
か
ら

熟
年
期
の
全
身
か
ら
の
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
で
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
値
を
得
た
。

　

ま
た
、
本
遺
跡
か
ら
、
素
掘
り
の
土
坑
内
に
九
枚
の
土
師
器
杯
を
一
部
裏
返
し
た
形
で
、
鉄
宰
を
覆
う
よ
う
に
埋
納
さ
れ
た
遺
構

を
検
出
し
た
。
こ
の
九
枚
の
う
ち
、
四
枚
の
底
面
に
「
左
」
の
墨
書
（
口
絵
写
真
参
照
）
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
墨
書
土
器
の
出
土

は
延
岡
市
で
初
と
な
っ
た
。

　
　

⑷　

中　

世

　

調
査
区
で
唯
一
の
水
田
部
か
ら
大
き
な
畦
畔
状
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
放
射
性
炭
素
Ｃ
14
測
定
か
ら
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の

値
を
得
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
多
々
良
遺
跡
に
お
け
る
今
回
の
古
墳
群
や
箱
式
石
棺
墓
の
調
査
は
、
延
岡
市
の
西
部
に
展
開
す
る
南
方
古
墳
群
・

古
川
古
墳
（
埋
葬
施
設
・
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
）
や
、
北
に
展
開
す
る
延
岡
古
墳
群
・
樫
山
古
墳
群
（
埋
葬
施
設
・
千
枚
岩
）
の
境
目

に
あ
た
り
、墳
丘
の
形
態
や
埋
葬
施
設
の
状
況
か
ら
、延
岡
市
の
古
墳
時
代
の
勢
力
状
況
や
時
代
背
景
に
一
考
を
与
え
る
調
査
と
な
っ

た
。
ま
た
、
埴
輪
の
出
土
や
、
墳
丘
を
伴
う
箱
式
石
棺
・
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
住
居
址
は
、
こ
れ
ま
で
の
認
識
を
覆
す
も
の
で
、
今

後
の
調
査
に
一
考
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
古
代
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
火
葬
墓
・
墨
書
土
器
・
畦
畔
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
岡
富
・
古
川
地
区
は
、
日

向
国
臼
杵
郡
英あ

が

多た

（
の
ち
に
県あ

が
た）

郷
に
比
定
さ
れ
、
こ
こ
に
郡ぐ

ん

衙が

（
古
代
の
郡
の
役
所
）
が
所
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
の
結
果
は
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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三　

家え

田だ

古
墳
群
・
家え

田だ

城
跡

　　

１　

事　

業　

名　

東
九
州
自
動
車
道
（
県
境
～
北
川
間
）
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　

２　

所　

在　

地　

延
岡
市
北
川
町
長
井
字
大
門

　

３　

調
査
主
体　

宮
崎
県
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

２号墳主体部礫槨

２号火葬墓・供献土器検出状況

２号火葬墓出土蔵骨器・供献土器
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５　

調
査
の
経
緯　

　

東
九
州
自
動
車
道
（
県
境
～
北
川
間
）
の
延
岡
市
北
川
町
長
井
か
ら
大
分
県
境
に
至
る
延
長
一
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
高

規
格
幹
線
道
路
建
設
に
伴
い
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
予
定
路
線
内
の
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
、
一
五
カ
所
の
協
議
対
象

地
に
つ
い
て
記
録
保
存
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
家
田
古
墳
群
・
家
田
城
跡
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
）
四
月
か
ら
協
議
を
始
め
、
約
四
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
対
象
に
、
同
年
七
月
か
ら
本
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

６　

出
土
遺
構
・
遺
物

　
　

⑴　

古　

墳

　
　
　

①　

１
号
墳　

墳
形
は
ほ
ぼ
方
形
。
長
さ
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
。
鉄
鏃
・
鉄
剣
四
が
出
土

　
　
　

②　

２
号
墳　

墳
頂
部　

く
び
れ
た
隅
丸
長
方
形
で
長
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
、
調
査
区
内
だ
け
で
幅
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
鏃
・
鉄
剣
一
が
出
土

　
　
　

③　

３
号
墳　

墳
頂
部　

長
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
形
。
刀
子
一
出
土

　
　
　

④　

４
号
墳　

楕
円
形
を
呈
す
る
墳
形
。
墳
頂
部　

長
さ
約
三
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
。
多
数
の
炭
化
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
土

　
　

⑵　

城　

跡

　
　
　

①　

曲
輪
１　

長
軸
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
。
面
積
四
七
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。
標
高
五
六
・
〇
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六
・
五
メ
ー
ト
ル
。
平
面
は
長
方
形

　
　
　

②　

曲
輪
２　

長
軸
五
・
八
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
。
面
積
二
三
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
。
標
高
五
七
・
七
五
～
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五
八
メ
ー
ト
ル
。
平
面
形
は
長
方
形

　
　
　

③　

曲
輪
３　

長
軸
一
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
北
端
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、
中
央
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
端
二
・
二
メ
ー
ト
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
積
五
八
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。
標
高
は
五
五
・
二
五
～
五
六
・
七
五
メ
ー
ト
ル

　
　
　

④　

曲
輪
４　

長
軸
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
面
積
四
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
標
高
四
九
・
〇
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
・
五
メ
ー
ト
ル

　
　
　

⑤　

犬
走
状
遺
構　

調
査
で
確
認
で
き
た
範
囲
で
の
全
長
約
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
平
均
一
・
二
メ
ー
ト
ル
弱

　
　
　

⑥　

出
土
遺
物　

曲
輪
２
と
曲
輪
３
の
斜
面
か
ら
華
南
系
と
思
わ
れ
る
端
反
茶
碗
一
。
曲
輪
３
の
西
斜
面
か
ら
火
打
ち
石
一

　

７　

総　

括

　
　

⑴　

家
田
古
墳
群

　

本
古
墳
群
出
土
鉄
鏃
の
鏃
身
形
態
は
、
有
頸
鏃
群
は
短
頸
の
三
角
形
鏃
で
、
な
か
で
も
鏃
身
部
の
関ま

ち

（
注
）
が
二
段
の
タ
イ
プ
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
鉄
鏃
の
組
成
は
、
主
に
三
角
形
短
頸
鏃
と
柳
葉
鏃
が
大
半
を
占
め
る
。
三
角
形
鏃
身
の
短
頸
鏃
と
山
形
関
で
あ

る
柳
葉
鏃
（
い
わ
ゆ
る
鳥
舌
鏃
）
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
の
鉄
鏃
は
古
墳
時
代
の
中
期
前
半
に
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑵　

家
田
城
跡

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
縄
張
り
調
査
等
の
報
告
に
よ
る
と
、
家
田
城
跡
は
、
北
側
の
尾
根
を
堀
切
で
断
ち
切
り
、
独
立
さ

せ
て
築
城
す
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
、
最
高
所
に
位
置
す
る
主
廓
を
中
心
に
、
南
北
あ
る
い
は
、
北
東
・
南
西
の
方
向
に
も
曲
輪
群

が
展
開
し
て
い
る
。

　

現
状
に
お
け
る
家
田
城
跡
の
規
模
は
、
主
郭
部
分
と
考
え
ら
れ
る
最
高
所
の
曲
輪
が
標
高
約
八
一
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
南
北
約
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一
八
○
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
と
南
方
向
に
伸
び
る
尾
根
に
沿
っ
て
細
長
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
主
郭
部
は
六
三
二・五

平
方
メ
ー
ト
ル
と
調
査
区
内
最
大
規
模
を
誇
っ
た
曲
輪
３
の
一
〇
倍
以
上
の
面
積
を
有
し
て
い
る
。

　

縄
張
り
図
か
ら
読
み
取
れ
る
家
田
城
跡
の
築
城
年
代
と
し
て
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
頂
上
の
主
郭
部
分
か
ら
階
段
状
に
曲
輪
を
構家田古墳群出土鉄鏃・刀子

家田古墳群出土鉄剣

築
す
る
方
法
は
、
十
五
世
紀
代
に
多
く
用
い
ら
れ
る
手
法
で
あ
り
、
家
田
城
跡
も

主
郭
の
南
に
三
つ
の
曲
輪
を
階
段
状
に
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
注
）
鏃
や
じ
りの

刃
部
と
茎
な
か
ごの

境
で
段
に
な
る
部
位
。



ー 26ー

第１編　延岡の自然と歴史

　

３　

調
査
主
体　

宮
崎
県
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
八
日
か
ら
同
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で

　

５　

調
査
の
経
緯

　

一
般
国
道
二
一
八
号
北
方
延
岡
道
路
整
備
事
業
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
度
に

高
規
格
道
路
と
し
て
事
業
化
さ
れ
、
六
年
（
一
九
九
四
）
の
詳
細
分
布
調
査
の
成
果
を

踏
ま
え
、
協
議
を
開
始
し
、
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
記
録
保
存
の
措
置
を
と
る

こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
を
受
け
本
発
掘
調
査
は
、調
査
対
象
区
一
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

調査区位置図（S=1/4500）（一部修正）

家田城跡縄張り図（S=1/1400 2004.4.26 福田・堀田作図）
『南九州城郭研究』第３号より転載（一部修正）

調査区全景
（上空より）

0 70m

0 100m

1
2
4 3

調査区

5

番号：曲輪

主
廓
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黒仁田遺跡全景

四　

黒
仁
田
遺
跡

　

１　

事　

業　

名　

一
般
国
道
二
一
八
号
北
方
延
岡
道
路
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　

２　

所　

在　

地　

延
岡
市
北
方
町
字
子

　

３　

調
査
主
体　

宮
崎
県
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
八
日
か
ら
同
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で

　

５　

調
査
の
経
緯

　

一
般
国
道
二
一
八
号
北
方
延
岡
道
路
整
備
事
業
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
度
に

高
規
格
道
路
と
し
て
事
業
化
さ
れ
、
六
年
（
一
九
九
四
）
の
詳
細
分
布
調
査
の
成
果
を

踏
ま
え
、
協
議
を
開
始
し
、
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
記
録
保
存
の
措
置
を
と
る

こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
を
受
け
本
発
掘
調
査
は
、調
査
対
象
区
一
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
実
施
し
た
。

　

６　

出
土
遺
構
・
遺
物

　
　

⑴　

旧
石
器
時
代

　
　
　

第
Ⅰ
期
（
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
層
〈
第
Ⅳ
層
〉
上
位
の
Ⅶ
層
中
部
）　

ナ
イ
フ
形
石
器
二
、
剥
片
尖
頭
器
二
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

　
　
　
　
　
　

（
削
器
）
一
、
剥
片
類
六
七
の
合
計
七
二
を
出
土
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第
Ⅱ
期
（
Ⅵ
層
上
部
）　

細
石
刃
九
、
細
石
刃
核
二
五
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー
一
二
、
敲
石
二
、
磨
石
一
、
剥
片
類
七
四
四
の
合

　
　
　
　
　
　
　

計
七
九
三
を
出
土

　
　

⑵　

縄
文
時
代
早
期　

集
石
遺
構
を
検
出
。
土
器
三
、
石
鏃
八
、
石
匙
一
の
合
計
一
二
を
出
土

　
　

⑶　

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

　
　
　

第
Ⅰ
期
（
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
）　

遺
構
と
し
て
は
、
竪
穴
住
居

　
　
　
　
　
　
　

跡
を
四
軒
、
土
坑
一
基
を
検
出
。
遺
物
と
し
て
は
、
甕
・
壺
・
鉢
・
手

　
　
　
　
　
　
　

捏
土
器
・
杓
子
状
土
器
・
鉄
器
・
石
包
丁
・
砥
石
・
磨
石
・
敲
石
・
台

　
　
　
　
　
　
　

石
・
高
杯
・
石
錘
を
出
土

　
　
　

第
Ⅱ
期
（
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
）
　

遺
構
と
し
て
は
、
竪
穴
住
居
跡
七
軒
、

　
　
　
　
　
　
　

土
坑
三
基
を
検
出
。
遺
物
と
し
て
は
、
甕
・
壺
・
小
型
丸
底
壺
・
鉢
・

　
　
　
　
　
　
　

手
捏
土
器
・
鉄
器
・
石
庖
丁
・
砥
石
・
敲
石
・
磨
石
・
台
石
・
高
坏
を

　
　
　
　
　
　
　

出
土

　
　
　

第
Ⅲ
期
（
古
墳
時
代
後
期
）　

遺
構
と
し
て
は
、
地
床
炉
の
み
の
検
出
。
遺
物
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
は
甕
を
出
土

　

７　

総　

括

　

旧
石
器
時
代
の
第
Ⅰ
期
は
、ナ
イ
フ
形
石
器
や
剥
片
尖
頭
器
を
中
心
と
す
る
一
群
で
あ
る
が
、量
的
に
少
な
く
散
漫
な
状
態
で
あ
っ

た
。
遺
物
は
合
計
七
二
点
で
、
器
種
別
の
内
訳
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
、
剥
片
尖
頭
器
二
点
、
そ
の
他
は
剥
片
類
で
あ
る
。
石
材

別
の
内
訳
は
、
流
紋
岩
六
一
点
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
変
成
岩
の
一
種
）
一
一
点
で
、
第
Ⅰ
期
の
特
徴
的
な
石
器
は
全
て
本
遺
跡
の 接合資料（旧石器時代）
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眼
下
に
位
置
す
る
五
ヶ
瀬
川
で
採
集
可
能
な
流
紋
岩
で
あ
る
。
第
Ⅰ
期
の
編
年
的
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
宮
崎
県
旧
石
器
文
化
談
話

会
の
設
定
し
た
編
年
の
第
５
段
階
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
石
器
時
代
の
第
Ⅱ
期
は
、
細
石
刃
石
器
群
を
中
心
と
す
る
本
遺
跡
の
旧
石
器
時
代
の
主
体
で
、
石
器
石
材
に
お
い
て
は
、
流
紋

岩
だ
け
で
な
く
、
黒
曜
石
製
石
器
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。
編
年
的
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
技
術
的
な
面
か
ら
、
細
石
刃
期
後
半
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

縄
文
時
代
早
期
に
つ
い
て
は
、
遺
構
と
し
て
、
集
石
遺
構
一
基
を
検
出
し
、
遺
物
と
し
て
は
、
チ
ャ
ー
ト
（
堆
積
岩
の
一
種
）
製

の
石
鏃
八
点
、
石
匙
一
点
を
出
土
し
て
い
る
。
本
遺
跡
一
点
の
み
出
土
の
石
匙
は
、
つ
ま
み
か
ら
身
が
横
に
広
が
る
横
型
で
、
石
材

は
サ
ヌ
カ
イ
ト
（
讃
岐
石
）
で
あ
る
。
遺
跡
周
辺
で
は
採
取
不
可
能
な
石
材
の
た
め
、
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

遺
構
・
遺
物
の
分
布
は
極
め
て
疎
で
あ
り
、
本
遺
跡
に
お
い
て
こ
の
時
期
は
、
活
動
が
希
薄
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
存
在
し
た
集
落
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
期
の
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
集
落
は
、
竪
穴
住
居
跡
四
軒
、
土
坑
一
基
で
、
丘
陵
上
の
台
地
平
坦

面
に
集
中
し
、
比
較
的
散
漫
な
状
況
で
分
布
し
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
期
の
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
集
落
は
、
竪
穴
住
居
跡
七
軒
、
土
坑
三
基
で
、
丘
陵
上
の
台
地
平
坦
面
と
台
地

頂
部
付
近
の
二
カ
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
集
落
の
中
心
は
、
調
査
区
外
の
北
側
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
Ⅲ
期
の
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
は
、
地
床
炉
の
み
の
検
出
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
本
遺
跡
は
、
主
と
し
て
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
中
期
に
か
け
て
活
動
し
た
跡
が
あ
り
、
住
居
等
の
切
り

合
い
も
な
く
、
比
較
的
散
漫
な
状
態
で
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
期
、
あ
る
い
は
短
期
間
の
み
営
ま
れ
て
い
た
集
落
と
考
え

ら
れ
る
。
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五　

海か
い
ま
い舞

寺じ

遺
跡

　　

１　

事　

業　

名　

東
九
州
自
動
車
道
（
県
境
～
北
川
間
）
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　

２　

所　

在　

地　

延
岡
市
北
浦
町
古
江
字
海
舞
寺

　

３　

調
査
主
体　

宮
崎
県
教
育
委
員
会

　

４　

調
査
期
間　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
六
月
十
六
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
日
ま
で

　

５　

調
査
の
経
緯

　

東
九
州
自
動
車
道
県
境
～
北
川
間
の
延
長
一
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
道
路
建
設
に
伴
い
、
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
、
一
四
カ
所
約
六
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
調
査
対
象
と
し
、
発
掘
調
査
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

６　

出
土
遺
構
・
遺
物

　
　

⑴　

旧
石
器
時
代
～
縄
文
時
代
早
期　

砂
岩
破
砕
礫
を
少
量
出
土

　
　

⑵　

縄
文
時
代
後
期
～
晩
期　

砂
岩
製
剥
片
二
・
石
核
一
・
磨
石
・
凹
石
を
出
土

　
　

⑶　

古
墳
時
代
～
古
代　

遺
構
の
検
出
な
し
。
古
墳
後
期
の
土
師
器
杯
、
古
代
と
見
ら
れ
る
須
恵
器
甕
を
出
土

　
　

⑷　

中　

世

　
　
　
　

遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
二
棟
・
土
坑
一
基
を
検
出

　
　
　
　

遺
物
は
、
土
器
・
陶
磁
器
類
（
白
磁
碗
・
青
磁
碗
・
須
恵
器
片
口
鉢
・
瓦
質
の
羽
釜
等
）、
石
器
・
鉄
器
類
（
水
晶
製
火
打
石
・

　
　
　
　

鉄
製
刀
子
）、
銭
貨
二
五
枚
を
出
土
。
銭
名
が
判
読
で
き
た
の
が
二
一
枚
あ
り
、
そ
の
初
鋳
年
は
、
九
六
〇
～
一
二
〇
五

　
　
　
　

年
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
七
枚
は
北
宋
銭
で
あ
る
。
そ
の
他
、
自
然
遺
物
と

　
　
　
　

し
て
、
植
物
種
子
（
イ
ネ
・
ム
ギ
・
マ
メ
類
・
ア
ワ
近
似
種
・
ヒ
エ
近
似
種
・

　
　
　
　

モ
モ
・
キ
ビ
・
オ
オ
ム
ギ
・
コ
ム
ギ
・
ソ
バ
等
）
を
出
土
。
貝
（
ハ
マ
グ
リ
・

　
　
　
　

ヒ
メ
ク
ボ
ガ
イ
・
ウ
ズ
イ
チ
モ
ン
ジ
・
レ
イ
シ
ガ
イ
の
海
産
食
用
貝
）
を
出
土
。

　
　
　
　

集
落
よ
り
離
れ
た
１
・
２
号
横
穴
周
辺
で
も
、
備
前
焼
大
甕
・ 

擂す
り
ば
ち鉢

、
漳し

ょ
う

州し
ゅ
う

　
　
　
　

窯よ
う
さ
ら皿

、
景
徳
鎮
碗
な
ど
を
出
土

　
　

⑸　

近
世
以
降

　
　
　
　

遺
構
は
、
円
形
土
坑
八
基
、
石
組
遺
構
二
基
を
検
出

　
　
　
　

遺
物
は
、
備
前
焼
擂
鉢
、
肥
前
系
の
大
甕
・
甕
・
碗
・
皿
・
溝
縁
皿
・
端
反

　
　
　
　

皿
・
二
彩
唐
津
、
瀬
戸
大
窯
折
縁
皿
・
縁
釉
皿
、
堺
産
擂
鉢
等
の
国
産
陶
磁

　
　
　
　

器
を
大
量
採
集
。
そ
の
他
徳
島
県
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
を
出
土
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年
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
七
枚
は
北
宋
銭
で
あ
る
。
そ
の
他
、
自
然
遺
物
と

　
　
　
　

し
て
、
植
物
種
子
（
イ
ネ
・
ム
ギ
・
マ
メ
類
・
ア
ワ
近
似
種
・
ヒ
エ
近
似
種
・

　
　
　
　

モ
モ
・
キ
ビ
・
オ
オ
ム
ギ
・
コ
ム
ギ
・
ソ
バ
等
）
を
出
土
。
貝
（
ハ
マ
グ
リ
・

　
　
　
　

ヒ
メ
ク
ボ
ガ
イ
・
ウ
ズ
イ
チ
モ
ン
ジ
・
レ
イ
シ
ガ
イ
の
海
産
食
用
貝
）
を
出
土
。

　
　
　
　

集
落
よ
り
離
れ
た
１
・
２
号
横
穴
周
辺
で
も
、
備
前
焼
大
甕
・ 

擂す
り
ば
ち鉢

、
漳し

ょ
う

州し
ゅ
う

　
　
　
　

窯よ
う
さ
ら皿

、
景
徳
鎮
碗
な
ど
を
出
土

　
　

⑸　

近
世
以
降

　
　
　
　

遺
構
は
、
円
形
土
坑
八
基
、
石
組
遺
構
二
基
を
検
出

　
　
　
　

遺
物
は
、
備
前
焼
擂
鉢
、
肥
前
系
の
大
甕
・
甕
・
碗
・
皿
・
溝
縁
皿
・
端
反

　
　
　
　

皿
・
二
彩
唐
津
、
瀬
戸
大
窯
折
縁
皿
・
縁
釉
皿
、
堺
産
擂
鉢
等
の
国
産
陶
磁

　
　
　
　

器
を
大
量
採
集
。
そ
の
他
徳
島
県
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
を
出
土

　
　
　
　

集
落
域
の
中
世
の
遺
構
面
状
に
載
っ
て
い
る
造
成
土
か
ら
は
、
ア
ワ
近
似
種
・
イ
ネ
・
オ
オ
ム
ギ
・
キ
ビ
近
似
種
・
コ
ム

　
　
　
　

ギ
・
ヒ
エ
近
似
種
・
マ
メ
類
・
ム
ギ
類
等
を
回
収

　

７　

総　

括

　

本
調
査
で
は
、
主
に
中
世
集
落
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
他
に
も
縄
文
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

　

中
世
集
落
に
つ
い
て
は
、
集
落
立
地
上
で
有
利
な
緩
斜
面
の
中
心
と
い
う
よ
り
も
山
寄
り
の
狭
い
谷
部
分
に
調
査
区
が
相
当
し
た

こ
と
、
掘
立
柱
建
物
跡
は
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
、
主
と
な
る
よ
う
な
規
模
・
構
造
の
建
物
が
な
い
特
徴
が
あ
る
。

　

遺
物
は
、
約
半
数
が
中
世
の
も
の
で
、
ピ
ッ
ト
（
柱
穴
）
出
土
土
器
・
陶
器
が
三
八
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
世
の
も
の
が
八
四
パ
ー 出土銭貨
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セ
ン
ト
と
大
半
を
占
め
て
い
た
。
内
容
も
豊
か
で
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
代
の
比
較
的
古
手
の
一
群
で
あ
る
玉
縁
口
縁
の
白

磁
碗
・
龍
泉
窯
青
磁
碗
や
石
鍋
・
東
播
系
須
恵
器
片
口
鉢
・
北
宋
銭
、
周
防
型
羽
釜
、
周
防
型
足
釜
に
相
当
す
る
瓦
質
の
羽
釜
の
存

在
は
、
西
日
本
広
域
に
及
ん
だ
交
易
に
よ
っ
て
北
浦
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る
。
特
に
瓦
質
羽
釜
は
、

宮
崎
県
域
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ず
、
貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。

　

十
四
世
紀
以
降
に
つ
い
て
も
青
磁
碗
・
白
磁
皿
や
青
花
、
備
前
焼
四
耳
壺
・
擂
鉢
・
大
甕
等
や
土
師
質
の
鍋
・
釜
、
須
恵
器
の
甕
・

片
口
鉢
、
瓦
質
の
壺
・
甕
等
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
流
通
品
が
一
定
数
集
ま
る
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
一
方

で
、
土
師
皿
が
一
点
の
み
と
少
な
い
点
は
特
徴
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
の
特
筆
点
と
し
て
、
全
体
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
ピ
ッ

ト
等
の
埋
土
を
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
法
（
注
）
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
、
現
地
で
の
試
料
回
収
の
段
階
で
は
、
炭
化
種
子
等
が
視
認
で
き
ず
、
期
待

で
き
る
様
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
予
想
を
大
き
く
上
回
る
炭
化
種
実
を

回
収
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
区
で
は
、
野
生
植
物
の
種
子
が
圧
倒

的
に
少
な
く
、
栽
培
植
物
の
回
収
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
居
住
空
間
に
ム
ギ

類
等
の
栽
培
植
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
雑
草
種
子
も
一
部
入
り
こ
ん
で
炭
化
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ハ
マ
グ
リ
等
の
海
産
食
用
貝
と
と
も
に
、
中
世
の
食
糧
事
情
を

示
す
好
例
と
な
っ
た
。

　

（
注
）
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
法
と
は
、
土
を
水
に
浸
け
、
余
分
な
土
は
沈
殿
さ
せ
、
浮
い

　
　
　
　

て
き
た
炭
化
物
（
炭
化
種
子
な
ど
）
を
取
り
出
す
手
法
。
専
用
の
機
具
が
あ
る
。

中世土器類
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第
三
章
　
神
　
　
　
話

第
一
節
　
神
　
　
　
話

　　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
は
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
古
事
記
が
編
さ
ん
さ
れ
て
、
一
三
〇
〇
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
、
全
国
的
に
神
話
に
対
す
る
関
心
が
大
い
に
高
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
延
岡
地
方
に
も
神
話
に
関
す
る
地
名
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
笠か

さ

沙さ

・
可え愛
・
速は

や

日ひ

な
ど
の
地
名
で
あ
り
、
記
紀
に
ま

つ
わ
る
神
話
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
神
話
は
、
貴
重
な
精
神
的
な
文
化
遺
産
と
し
て
代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
本
市
に
関
す
る
主
な
神
話
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
引
用
文
以
外
の
神
名
は
、

す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
す
る
。

一　

神
々
の
系
譜

　

郷
土
の
神
話
を
理
解
す
る
上
で
、
神
々
の
系
譜
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。

　

イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
の
子
が
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
の
孫
が
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
。
ニ
ニ
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ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
海
幸
彦
）、
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
、
ホ

オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）
で
あ
る
。
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
と
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ

コ
ト
で
あ
る
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
、
イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ

ト
、
ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
（
神
武
天
皇
）
で
あ
る
。
特
に
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
、
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ

ト
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
の
こ
と
を
日
向
三
代
と
い
う
。

イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
　
　
　
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
　
　
　
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

第
一
代

第
二
代

第
三
代

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
海
幸
彦
）

ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ

ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト

（
神
武
天
皇
）



ー 35ー

第３章　神　　話

二　

神
話
と
地
名

　

１　

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
・
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
笠か

さ

沙さ

の
岬
（
愛
宕
山
）

　

日
向
の
高
千
穂
の
櫛く

し
ふ
る触

岳た
け

に
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
、コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
出
会
っ
た
笠
沙
の
岬
は
、　
「
古
事
記
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。（「
宮
崎
県
史　

別
編　

神
話
・
伝
承
資
料
」
よ
り
引
用
）

　
「
於こ

こ

是に

、
詔の之
ら
さ
く
『
此こ

こ

は
地
者
、
韓か

ら
く
に国

に
向
ひ
、
笠か

さ

沙さ

之の

御み

前さ
き

に
真ま

ぎ来
通と

ほ

り
而て

、
朝
日
之の

直た
だ

刺さ

す
国
、
夕
日
之の

照
る
国
な
り
。

故か
れ

、
此こ

こ地
は
甚い

と

吉よ

き
地と

こ
ろ。』

と
詔の

ら
し
而て

、
底そ

こ

津つ

岩い
は

根ね

於に

宮み
や
ば
し
ら柱

布ふ

斗と

し斯
理り

、
高た

か

天ま

の
原は

ら

於に

氷ひ

ぎ椽
多た

か

し

り

迦
斯
理
而て

坐い
ま

し
き
」

　
「
於こ

こ

是に

、
天あ

ま

津つ

日ひ

高こ

日ひ

子こ

番ほ

能の

邇に

邇に

芸ぎ

能の

命み
こ
と、

笠か
さ

沙さ

の
御み

前さ
き

於に

麗う
る
はし

き
美を

人と
め

遭
ひ
た
ま
ひ
き
。
し
か
し
て
、
問
ひ
た
ま
は
く
、『
誰た

が
女む

す
めそ

。』
と
と
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
白ま

を之
さ
く
、『
大お

お
や
ま山

津　
つ
　
み
の見

神か
み

之の

女む
す
め、

名
は
神か

む

阿あ

た

つ

ひ

め

多
都
比
売
、
亦ま

た

の
名
は
木こ

の

花は
な

之の

佐さ

久く

夜や

毘ひ

め売
と
謂い

ふ
』
と
ま
を
す
。」

　

こ
れ
ら
の
文
章
の
意
味
は
、
概
略
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
と
思
う
。

　

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
、笠
沙
の
岬
を
お
通
り
に
な
っ
た
。「
こ
こ
は
、朝
日
が
直
射
し
、夕
日
が
照
り
映
え
る
よ
い
所
だ
」
と
言
っ
て
、

御
殿
を
お
建
て
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
、
た
い
へ
ん
美
し
い
女
性
と
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
誰
の
娘
か
」
と
問

う
た
と
こ
ろ
、「
私
は
大お

お
や
ま山

津つ

見み
の

神か
み

の
娘
で
、
名
前
は
、
神か

む

阿あ

多た

都つ

比ひ

売め

、
ま
た
の
名
は
、
木こ

の
は
な花

之の

佐さ

く

や

ひ

め

久
夜
毘
売
と
申
し
ま
す
。」
と

答
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
」
第
七
輯
（
昭
和
四
年
）
に
は
、
本
市
の
愛
宕
神
社
の
由
来
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
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「
本
社
は
延
岡
城
山
に
年
時
不
詳
勧
請
し
た
の
で
あ
っ
て
、
慶
長
元
丙
千マ

マ

年
高
橋
右
近
将
監
城
を
築
く
に
当
り
社
を
現
地
へ
移
奉

し
神
社
に
因
ん
で
愛
宕
山
と
名
け
た
、
該
山
は
当
時
迄
笠
狭
の
岬
と
云
し
と
伝
」
と
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
愛
宕
山
は
、
四

○
○
年
以
上
前
ま
で
は
、
笠
狭
（
沙
）
の
岬
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
愛
宕
山
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
延
岡

城
を
築
く
に
あ
た
り
、
城
山
に
あ
っ
た
愛
宕
神
社
を
笠
狭
（
沙
）
の
岬
（
愛
宕
山
）
に
移
し
た
か
ら
で
、
以
後
愛
宕
山
と
い
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
安
藤
通み

ち

故ふ
る

編
「
日
向
国
名
所
歌
集
」
に
よ
れ
ば
、
高
橋
氏
の
後
に
延
岡
藩
主
と
な
っ
た
有
馬
氏
の
二
代
目
の
康
純
（
在
位

一
六
四
一
～
一
六
七
九
）
は
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。（
振
り
仮
名
筆
者
）

　
　
　
　

時ほ
と
と
ぎ
す鳥晴

れ
ぬ
お
も
ひ
を
五さ

み
だ
れ

月
雨
の
雲
の
笠か

さ

沙さ

の
山
に
鳴
く
ら
む

　

歌
の
意
味
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
よ
。
お
前
も
切
な
い
思
い
を
胸
に
、
五
月
雨
の
雲
の
か
か
る
笠
沙
の
山
で
一
途
に
鳴
き
続
け
る
の

で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
康
純
の
詠
ん
だ
笠
沙
の
山
は
、
当
然
愛
宕
山
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
愛
宕
山
は
、
古
く
は
笠
沙
の
岬
ま
た
は
笠
沙
の
山
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

と
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
の
出
会
い
の
地
は
、
本
市
の
愛
宕
山
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　　

２　

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
可え愛

　

日
本
書
記
で
は
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
埋
葬
地
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。（「
宮
崎
県
史
」（
同
右
）
よ
り
引
用
）

「
久ひ

さ

に
あ
り
て
天あ

ま

津つ

彦ひ
こ

彦ひ
こ

火ほ

瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
と
か
む
あ
が

朋
り
ま
し
ぬ
。
因よ

り
て
筑つ

く
し
の紫

日ひ
む
か
の向

可え愛
此
を
ば
埃え

と
云
ふ
。
之の

山み
さ
さ
ぎ陵

に
葬は

ぶ

り
ま
つ
る
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
筑
紫
（
九
州
）
の
日
向
の
「
可え愛
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
葬
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
市
の
北
川
町
に
は
、
可え

の愛
岳た

け

・
可え

の愛
神じ

ん
じ
ゃ社

等
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
可え愛
と
い
う
地
名
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
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言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
北
川
町
史
」（
平
成
十
六
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
俵ひ

ょ
う
の野

の
成じ

ょ
う
じ
ゅ
じ

就
寺
の
あ
る
と
こ
ろ

は
、
以
前
は
可
愛
寺
と
い
う
寺
が
あ
り
、
十
代
の
崇す

神じ
ん

天
皇
お
よ
び
十
一
代
の
垂す

い

仁に
ん

天
皇
が
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
可え

の
さ
ん
り
ょ
う

愛
山
陵
を
奉ほ

う

祭さ
い

す
る
た
め
に
、
勅ち

ょ
く
し使

（
天
皇
の
御
使
）
が
参
向
し
た
と
き
、
仮か

り

泊は
く

所し
ょ

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
同

地
は
、
十じ

ゅ
う代だ
い

屋や

敷し
き

又
は
御ご

殿て
ん

址あ
と

と
称
さ
れ
、
そ
の
後
霊
跡
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
、
庶
民
が
居
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
、
可え愛
と
呼
ば
れ
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
御
陵
地
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
一
体
ど
こ
が
御
陵
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
北
川
町
史
」（
平
成
十
六
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、「
古
来
地
元
で
も
政

府
が
定
め
た
山
陵
の
伝
説
地
（
注
・
現
在
の
陵
墓
参
考
地
）
と
、
古
く
か
ら
信
仰
の
地
と
さ
れ
て
き
た
可え

愛の

岳た
け

と
す
る
大
方
二
つ
の

大
き
な
見
解
が
あ
っ
た
。」
と
い
う
。
ま
た
「
宮
崎
縣
史
跡
調
査
」
の
「
可え

愛の

神じ
ん
じ
ゃ社

」
の
項
に
よ
れ
ば
、「
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
崩ほ

う
ぎ
ょ御

が
あ
っ
て
、
可
愛
山
頂
に
埋
葬
し
た
と
こ
ろ
を
鉾ほ

こ
い
わ岩

と
云
う
。
こ
こ
に
崇
神
天
皇
の
御
宇
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
が
、
参
路
が
峻
嶮

で
参
拝
が
至
難
の
た
め
、
平
易
な
地
へ
社
を
創
建
し
て
、
そ
こ
か
ら
遥よ

う
は
い拝

し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
」
と
い
う
。
一
方
、
現
在
の
陵

墓
参
考
地
は
、
延
岡
市
史
（
石
川
恒
太
郎
）
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
経き

ょ
う
づ
か塚と

呼
ば
れ
て
い
た
古
墳
で
、
内
藤
家
十
二
代
延
岡
藩
主
内

藤
政ま

さ
つ
ぐ韶

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
御
陵
と
し
て
比
定
し
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
、
宮
内
省
か
ら
大
沢
清き

よ
お
み臣

の
派
遣
、
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
に
も
種
々
の
調
査
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
御
陵
墓
は
、
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月
四
日
「
御
陵
墓
伝
説
地
」

と
な
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
「
陵
墓
参
考
地
」（
皇
室
陵
墓
令
施
行
規
則
〈
大
正
十
五
年
宮
内
省
令
〉）
と
改
称
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、「
日
向
国
名
所
歌
集
」（
安
藤
通
故
編
）
に
よ
れ
ば
、
竹
石
道
清
（
武
石
道
生
の
誤
り
か
）
が
「
可
愛
山
陵
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

天
の
原
神
上
り
ま
す
其
の
神
の
に
ゝ
き
尊
の
み
さ
ゝ
き
そ
こ
れ
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３　

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
速は

や

日ひ

の
峰み

ね

　

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
よ
り
先
に
降
臨
し
た
天あ

ま

つ
神
で
、
神
武
天
皇
が
東
征
し
大
和
に
行
っ
た
と
き
に
、

登と

美み

毘び

古こ

を
従
え
、
天あ

ま
つ
し
る
し

津
瑞
（
天
つ
神
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
の
印
）
を
献
上
し
て
、
神
武
天
皇
に
仕
え
た
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
北
方
町
史
」（
昭
和
四
十
七
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
「
日ひ

ゅ
う
が向

風ふ

ど

き
土
記
逸い

つ

文ぶ
ん

」
に
は
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
あ
る
と
い
う
。

　
「
臼
杵
郡
速
日
郷　

此
処
有
山　

云
速
日
峯　

往
昔
日
の
神
御
孫
瓊
々
杵
尊
兄
饒
速
日
尊
到
坐
此
山
峰　

故
云
速
日
」

　

意
味
は
、「
臼
杵
郡
の
速
日
の
郷
、
此
処
に
山
有
り
。
速
日
の
峰
と
云
う
。
昔
、
日
の
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）
の
孫
の

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
兄
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
が
こ
の
山
に
到
り
て
坐い

ま

す
。
故
に
速
日
と
云
う
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
成
立
し
た
「
和わ

漢か
ん

三さ
ん
さ
い才

図ず

え絵
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
い
う
。

　
「
日
向
速
日
峰　

天
孫
天
速
日
瓊
々
杵
尊　

率
諸
神　

降
之
地
名
」

　

意
味
は
、「
日
向
の
速
日
の
峰
は
、
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
諸
々
の
神
々
を
率
い
て
天
降
っ
た
と
こ
ろ
の
地
名
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
土つ

ち

御み

門か
ど

院い
ん

（
一
一
九
五
～
一
二
三
一
）
の
御ぎ

ょ
せ
い製

に
、
次
の
歌
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　

か
た
ぶ
か
ぬ
速
日
の
峰
に
降
り
ま
す
神
の
御
孫
の
く
に
ぞ
わ
が
く
に

　

歌
の
意
味
は
、「
日
の
光
の
衰
え
な
い
速
日
の
峰
に
天
降
っ
た
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
国
で
あ
る
よ
。
わ
が
国
は
」
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
本
市
の
北
方
町
に
あ
る
速
日
の
峰
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
以

前
か
ら
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
か
ら
、
中
央
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
降
臨
の
地
と
信
じ
ら
れ
て
い
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た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

４　

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
と
五
ヶ
瀬
川

　

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
の
間
に
四
人
の
皇
子
が
生
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
（
五
瀬

命
）、
イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
、
ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
、
ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
、
ま
た
の
名
は
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
す

な
わ
ち
神
武
天
皇
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
神
武
天
皇
の
長
兄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
四
皇
子
が
生

ま
れ
た
の
が
、
高
千
穂
町
の
四し

お
う
じ
が
み
ね

皇
子
峯
で
あ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
神
武
天
皇
と
と
も
に
東
征
す
る
が
、

青あ
お
く
も雲

の
白し

ら

肩か
た

津つ

（
大
阪
湾
の
沿
岸
部
）
で
、
登と

み

び
美
毘
古こ

と
戦
っ
た
と
き
に
負
傷
し
、
そ
の
傷
が
も
と
で
男お

の之
水み

な

門と

で
戦
死
し
た
方
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
川
恒
太
郎
著
の
「
県
北
新
風
土
記
・
地
名
の
由
来
」
に
よ
れ
ば
、
安
藤
通み

ち

故ふ
る

な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
歌
が

詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　

可え愛
の
山
は
霞
に
き
え
て
打
け
む
り
五
ツ
瀬
の
川
に
春
雨
ぞ
降
る　
　
　
　
　
　

安
藤
通
故

　
　
　
　

五
ツ
瀬
川
み
か
さ
ま
さ
り
て
高
千
穂
の
み
ね
に
た
だ
よ
ふ
さ
み
だ
れ
の
雲　
　
　

芦
谷
充
房

　

前
者
の
歌
の
意
味
は
、「
可
愛
の
岳
は
、
霞
の
よ
う
に
消
え
去
り
、
ま
る
で
煙
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
五
ヶ
瀬
川
に

は
春
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
」、
後
者
の
歌
の
意
味
は
「
五
ヶ
瀬
川
は
、
水
量
が
増
し
て
い
る
。
一
方
、
高
千
穂
の
峰
に
は
五
月
雨
の

雲
が
漂
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

安
藤
通
故
は
、
松
田
仙せ

ん
き
ょ
う峡著

の
「
延
岡
先
賢
伝
」（
昭
和
三
十
一
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
三
三
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て

の
延
岡
の
国
学
者
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
歌
に
よ
り
、
当
時
は
、
五
ヶ
瀬
川
は
、
五
ツ
瀬
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
歌
に
神
話
と
関
わ
り
の
深
い
地
名
「
可
愛
の
山
」、「
高
千
穂
の
み
ね
」
が
、
五
ヶ
瀬
川
と
の
関
係
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

五
ヶ
瀬
川
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
五イ

ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

瀬
命
の
名
前
に
ち
な
む
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

５　

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
と
行む

か
ば
き縢

　

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、
第
十
二
代
景け

い
こ
う行

天
皇
の
皇
子
で
、
景
行
天
皇
の
命
を
受
け
て
、
日
本
国
内
を
平
定
す
る
た
め
に
、

東
奔
西
走
し
、
最
後
は
力
尽
き
て
能の

ぼ煩
野の

（
三
重
県
）
で
亡
く
な
っ
た
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
藩
の
寺
社
奉
行
に
差
し
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
行
縢
神
社
由
来
記
」（
宮
崎
県
史 

別
編　

神
話
・
伝
承
資
料
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。（
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
表
記
と
し
、
難
読
漢
字
に
は

振
り
仮
名
を
付
す
）

　
「
人に

ん
の
う皇

十
二
代
景け

い
こ
う行

天
皇
御
宇
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
、
是こ

の
く
に
の
く
ま
そ

国
熊
襲
を
征
し
給
う
時
、
川か

わ
か
み上

梟た
け

帥る

豪
勇
に
し
て
輙た

や
すく

誅ち
ゅ
うし

給た
ま
う
こ
と事

不あ
た
わ
ず能、

海
上
を

巡
り
給
ひ
遥

は
る
か

当
山
を
見
給
ひ
、
東と

う
み
の海

浦う
ら
び
と人

に
船
を
寄よ

せ

さ
せ
、
浦
人
に
問と

わ

せ
給
に
神か

み

代よ
の

昔
し
面

お
も
だ
る
の
み
こ
と

足
尊
、
惶か

し
こ
ね
の
み
こ
と
う
つ
そ
み

根
尊
現
身
て
立
給
ひ
、
長
久

鎮
坐
向む

か

脛は
ぎ
や
ま山

て
ふ
尊と

う
と
き
し
ん
ざ
ん
な
り

神
山
也
と
答

こ
た
え
た
て
ま
つ
る

奉
。
如
故
日
本
武
尊
御

お
ん
み
づ
か
ら

自
其
浦
人
に
御
宣

み
こ
と
の
り有

て
鰭ひ

れ

広
物
鰭
の
狭
物
を
取
持
せ
麓
成
る
野
添
と
言
所

に
祭
殿
を
営
山
大
地
成　

々
の
物
迄
構
山
成
為
集
さ
せ
、
面お

も
だ
る
の
み
こ
と

足
尊　

惶か
し
こ
ね
の
み
こ
と

根
尊
及
天
神
地ち

ぎ祇
七
日
七
夜
御
饗
祭
奉
御
祈
念
坐
歌

　
　
　
　

能ノ

ノ

ビ

キ

ノ

々
比
伎
乃
矢ヤ

ハ

ヅ

ノ

タ

キ

ヲ

羽
津
之
多
気
乎
以イ

テ弖
美ミ

礼レ

バ波
　
可カ

ワ

カ

ミ

タ

ケ

ル

オ

チ

テ

ナ

カ

ル

ル

波
加
身
多
化
留
於
智
弖
那
加
留
流

如こ
の
ご
と
く此詠

て
出
立
給
う
。
此こ

こ所
を
歌
野
原
と
言
也
。
時
に
神
の
御
教
有
宣
の
り
随
意
日
本
武
尊
梟
帥
か
酒
宴
の
宿
に
交
り
女
の
姿
に
身

を
替
、
酒
を
呑
せ
酔
臥
た
る
所
を
懐
中
の
刀
抜
放
し
、
梟た

け

帥る

か
咽の

ど

を
指さ

し
と
お
し通給

い
、
指さ

さ

れ
乍な

が
らに

し
て
勇
余
吾
に
増
れ
る
か
の
強
き
神
は

何
の
神
に
て
坐い

ま

す
や
、
答
て
曰い

わ
く吾

は
則

す
な
わ
ち景

行
天
皇
の
御み

こ子
小
細
（
小お

碓う
す

の
誤
り
か
）
尊
也
と
被お

お
せ
ら
れ仰け

れ
は
、
吾
増
礼
に
る
（「
吾
に

増
礼
る
」
の
誤
り
か
）
君
な
れ
ば
、
是
よ
り
名
改
、
日
本
武
尊
名
乗
給
へ
と
申
被
誅
罰
せ
た
り
。
思
も
勝か

ち
い
く
さ軍御

祝
に
御
幡は

た

を
振ふ

ら

せ
給
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所
を
振
野
村
也
。
舞
を
成
さ
れ
給
よ
り
て
舞
野
村
也
。
暫
住
給
所
竹
宮
と
言
、
祭
神
日
本
武
尊
年
々
霜
月
卯
辰
祭
礼
種
々
古
事
遺
れ

り
。」

　

概
略
の
意
味
は
、「
十
二
代
景
行
天
皇
の
時
代
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
が
熊
襲
を
退
治
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
川
上
梟
帥
と

い
う
者
が
豪
勇
の
た
め
、
簡
単
に
は
誅
殺
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、
海
上
を
巡
っ
て
遥
か
に
当

山
（
行
縢
山
）
を
ご
覧
に
な
り
、
東
海
の
浦
人
に
船
を
寄
せ
さ
せ
、
あ
の
山
は
何
と
い
う
山
な
の
か
浦
人
に
尋
ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

神
代
の
昔
、
面

お
も
だ
る
の
み
こ
と

足
尊
・
惶か

し
こ

根ね
の

尊み
こ
とが

現
れ
て
、
長
く
鎮
座
す
る
向む

か

脛は
ぎ
や
ま山

と
い
う
尊
い
神
山
で
あ
る
と
申
し
上
げ
た
。
そ
こ
で
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、
自
ら
浦
人
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
鰭ひ

れ

広
物
や
鰭
の
狭
物
を
取
り
寄
せ
、
麓
の
野
添
と
い
う
と
こ
ろ
に
祭
殿
を
営
み
、

山
や
大
地
に
成
る
物
を
山
と
成
る
ま
で
集
め
さ
せ
て
、
面

お
も
だ
る
の
み
こ
と

足
尊
・
惶

か
し
こ
ね
の
み
こ
と

根
尊
や
天て

ん
じ
ん神

地ち

ぎ祇
を
七
日
七
夜
饗
祭
し
ご
祈
念
さ
れ
、
次
の
よ

う
な
歌
を
詠
ま
れ
た
。

　
　
　
　

布ぬ
の
ひ
き引

の
矢や

筈は
ず

の
滝
を
射い

て
み
れ
ば
　
川か

わ
か
み上

梟た
け

帥る

落
ち
て
流
る
る

　
（
歌
の
意
味
は
、「
白
波
が
立
っ
て
布
を
引
い
た
よ
う
に
見
え
る
矢
筈
の
滝
〈
行
縢
の
滝
の
別
名
〉
を
弓
で
射
た
と
こ
ろ
、
熊く

ま

襲そ

の

頭か
し
らで

あ
る
川
上
梟
帥
が
滝
か
ら
落
ち
て
流
れ
て
来
る
よ
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。）

　

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
歌
を
詠
ま
れ
て
出
立
さ
れ
た
。
こ
こ
を
歌
野
原
と
言
う
。
時
に
神
の
お
告
げ
が
あ
り
、

そ
の
意
に
随
い
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
が
川
上
梟
帥
の
酒
宴
の
宿
に
紛
れ
込
み
、
女
装
し
て
酒
を
呑
ま
せ
川
上
梟
帥
が
酔
い
つ

ぶ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
懐
の
刀
を
抜
い
て
、
梟
帥
の
咽の

ど

を
刺
し
ぬ
か
れ
た
。

　

梟
帥
は
、
刺
さ
れ
な
が
ら
も
「
勇
猛
が
私
に
勝
っ
て
い
る
強
い
あ
な
た
様
は
、
ど
ち
ら
の
神
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」　

と
聞

い
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、そ
れ
に
答
え
て
、「
私
は
、景
行
天
皇
の
皇
子
で
、小
細
の
尊
（
正
し
く
は
小お

碓う
す

の
尊み

こ
と）

で
あ
る
」
と
い
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
川
上
梟
帥
は
、
私
よ
り
勇
猛
な
あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら
は
名
前
を
改
め
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
と
名
乗
り
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な
さ
い
と
言
っ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
で
勝
ち
戦い

く
さの

祝
い
に
幡は

た

を
お
振
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
振
野
村
で
あ
る
。
舞
を
舞
わ
れ
た
と
こ

ろ
が
舞
野
村
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
住
ま
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
竹
宮
（
今
の
下
舞
野
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
。
昔
は
こ
の
神
社
を
武
宮
神
社

と
言
っ
た
）
と
言
う
。
こ
こ
の
祭
神
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
で
、
毎
年
霜
月
（
十
一
月
）
に
祭
礼
を
行
い
、
今
で
も
様
々
な

古
事
が
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

同
文
書
に
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
正
月
十
五
日
の
日
付
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
原
本
は
、
少
な
く
と
も
同
年
以
前
に
書
か

れ
、
そ
れ
を
代
々
書
き
写
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
同
年
は
、
延
岡
藩
主
が
三
浦
氏
か
ら
牧
野
氏
に
代
わ
っ
た
翌

年
で
、
藩
は
、
各
神
社
仏
閣
に
由
緒
書
き
を
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、す
で
に
江
戸
時
代
前
期
か
ら
、ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
と
行
縢
の
神
話
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　　

６　

イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
と
中
の
瀬

　

黄よ
み
の
く
に

泉
国
か
ら
帰
っ
た
イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
は
、
身
を
清
め
る
た
め
に
、
竺つ

く

紫し

の
日ひ

向む
か

の
橘

た
ち
ば
なの

小お

門ど

の
阿あ

波わ

岐き

原
で
禊

み
そ
ぎ

祓は
ら
いを

行
う
が
、

そ
の
と
き
上
の
瀬
は
、
流
れ
が
速
く
、
下
の
瀬
は
流
れ
が
弱
い
と
言
っ
て
中
の
瀬
で
そ
れ
を
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
口
徳
之
助
著
の
「
延
岡
大
観
」（
大
正
十
四
年
刊
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
樋
口
種
美
（
実
の
誤
り
か
）
の
「
橘
小

門
阿
波
岐
原
中
ツ
瀬
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

　
「
日
向
の
国
中
に
て
、
水
の
清
き
こ
と
を
尋
ぬ
る
に
、
此
中
ツ
瀬
川
が
限
れ
り
、
常
に
底
清す

み
て
、
か
り
に
も
濁
を
う
け
ず
、
此

水
に
付
て
も
、
種
々
の
奇く

す
し
こ
と事あ

り
、（
略
）
中
ツ
瀬
を
、
い
ま
中
の
瀬
と
い
へ
り
、
水
を
撰
び
給
ふ
事
、
記
紀
の
御
傳
に
も
れ
た
れ

ど
も
、
所
を
撰
び
、
流
れ
を
撰
び
給
ふ
に
て
、
水
を
撰
み
給
ふ
こ
と
は
明
也
、
さ
れ
ば
、
日
向
の
国
中
に
て
、
大
御
禊
の
地
は
、
此

中
ツ
瀬
に
必か

ぎ
れせ

り
。」　
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こ
の
よ
う
に
、
樋
口
種
美
は
、
イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
の
禊
祓
の
地
と
し
て
、
本
市
の
中
の
瀬
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
中
の
瀬
に
は
、
現
在
、
祓は

ら
い
が
わ川と

い
う
川
の
名
も
残
っ
て
い
る
。

　

樋
口
種
美
は
、
郷
土
の
国
学
者
樋
口
種
実
（
一
七
九
三
～
一
八
六
四
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
江
戸
時

代
の
後
期
に
お
い
て
、
現
在
の
本
市
の
中
の
瀬
町
あ
た
り
が
イ
ザ
ナ
キ
ノ
カ
ミ
の
禊み

そ
ぎの

地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

７　

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
と
祝ほ

う
り子

川

　

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
海
幸
彦
）、
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
、

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）
の
三
神
で
あ
る
。

　

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
子
ど
も
を
み
ご
も
っ
た
こ
と
を
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
告
げ
た
と
き
、
一
夜
で
み
ご
も
っ
た
の
は
、

わ
た
し
の
子
ど
も
で
は
な
く
、
国
つ
神
の
子
で
は
な
い
の
か
と
疑
っ
た
。
疑
わ
れ
た
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
怒
っ
て
、
あ
な
た

の
子
で
あ
れ
ば
、
天
つ
神
の
子
だ
か
ら
無
事
に
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
も
し
国
つ
神
の
子
で
あ
れ
ば
無
事
に
は
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ

う
と
言
っ
て
、出
入
口
の
無
い
八や

尋ひ
ろ

殿ど
の

を
作
り
、内
側
か
ら
土
で
塗
り
塞
い
だ
。
そ
し
て
子
ど
も
が
い
よ
い
よ
生
ま
れ
る
段
に
な
っ
て
、

火
を
付
け
た
。
火
が
勢
い
づ
い
た
と
き
に
、
生
ま
れ
た
の
が
長
男
の
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
火
照
命
）
後
の
海
幸
彦
、
火
が
最
も
盛
ん

な
と
き
に
生
ま
れ
た
の
が
、
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
火
須
勢
理
）、
火
の
勢
い
が
お
さ
ま
り
か
け
た
と
き
に
生
ま
れ
た
の
が
、
ホ
オ

リ
ノ
ミ
コ
ト
（
火
遠
理
命
）
後
の
山
幸
彦
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
、
火
を
放
っ
て
出
産
し
た
と
こ
ろ
が
、

火ひ

生う

の野
。
そ
れ
が
転
訛
し
て
俵ひ

ょ
う

野の

（
北
川
町
）
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

海
幸
彦
（
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
、
海
で
魚
を
捕
っ
て
暮
ら
し
、
山
幸
彦
（
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
、
山
で
獲
物
を
捕
っ
て
暮
ら

し
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
山
幸
彦
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
を
交
換
し
よ
う
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
交
換
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
山
幸
彦
は
、
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さ
っ
ぱ
り
魚
が
捕
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
兄
の
大
事
に
し
て
い
た
釣
り
針
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
自
分
の
十と

つ
か
の
つ
る
ぎ

挙
剣
を
打
ち
砕
い

て
、
代
わ
り
の
釣
り
針
を
つ
く
っ
て
詫
び
る
が
許
し
て
も
ら
え
ず
、
つ
い
に
ワ
ダ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
の
宮
殿
に
行
き
、
何
と
か
釣
り
針
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
と
き
、
出
あ
っ
た
の
が
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
で
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ

コ
ト
で
あ
る
。
こ
の
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ

コ
ト
、
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
市
の
大
崩
山
の
麓
を
流
れ
る
祝
子
川
は
、
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
が
産
湯
を
使
っ
た
と
こ
ろ
で
、
川
の
名
は
、
こ
の
ホ

オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
祝ほ

う
りの

地
名
は
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
の
こ
と
と
し
て
、「
今
山
八
幡
宮
旧
記
」
に
出
て
い
る
の
で
、
す
で
に
平
安
時

代
か
ら
あ
っ
た
延
岡
で
も
古
い
地
名
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
を
囲
む
よ
う
に
連
な
る
山
々
、
ま
た
、
そ
の
間
を
流
れ
る
川
に
は
多
く
の
神
話
が
残
っ
て
お
り
、
改
め
て
本

市
が
、
精
神
文
化
の
豊
か
な
地
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
か
つ
て
は
延え

ん

陵り
ょ
う

と
称
さ
れ
た
所ゆ

え
ん以

で
は
な
い
の
か
と
思
わ
れ
る
。
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